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この度は、フライバーレスヘリ対応 3軸 AVCSジャイロ
CGY760R(受信機一体型 )/CGY755をお買い上げいただきまし
て誠にありがとうございます。

ご使用の前に、この取扱説明書をお読みのうえ、正しく安全
にお使いください。また、お読みになられた後も大切に保管し
てください。

※ AVCS：Active Angular Velocity Control Systemの略

※ S.BUS：エスバス。双葉電子工業㈱の R/Cシステム用シリアル通信の規格名。

この取扱説明書はジャイロ・ガバナー・受信機一体型の
CGY760Rとジャイロ・ガバナーのみの CGY755の 2機種兼用と
なっております。CGY755をご購入された場合は受信機機能の説
明を無視してご参照ください。

CGY755で 3軸ジャイロとして使用する場合は 10CH以上の送受
信機システムが必要です。FASST-7CHモード・S-FHSSでは使用
できません。

ワイヤレス・チューニング機能は FASSTestのみ対応します。

パラメータのワイヤレス変更は項目により制限があります。

● 本書の内容の一部または全部を無断で転載しないでください。

● 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。

● 本書の内容は万全を期して作成していますが、万一ご不明な点や誤り、記載もれなどお気づ
きの点がございましたら弊社までご連絡ください。

● お客様が機器を使用された結果につきましては、責任を負いかねることがございますのでご
了承ください。

CGY755をご購入された場合はこ
の点線内の受信機機能の説明を無
視してご参照ください。
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●製品を安全にご使用いただくため、この章に記載の注意事項を必ずお守り
ください。

●各部の名称、接続方法、各種表示内容、設定画面の選択方法等が記載されて
います。

●●●ごご使使用用のシステムに合合わわせて S.BUSチチャンネネル設設定定ををししてくくだだささい。

●ジャイロの設定を、ご使用の機体やサーボに合わせて必ず設定してください。

●●●●ガガガババナナ－のの基基本本設設定定でですす。ごごご使使用用ののエンジジジン、機機体体ややササーボボボにに合合わわせせてて必必必ずずずず
設定してください。

●●●●●エエルルルロロロンン／／／エエレレレベベベータタタージジジジャャイイイロロロととと、送送送信信信機機機のの初初初期期期設設設定定定でですすす。

●ジャイロおよびガバナ－の詳細設定です。必要な場合にのみ設定して
ください。

●仕様、修理依頼方法およびラジコンカスタマーサービス所在地

アップデートや最新情報については Futaba WEBサイトでご確認ください :
http://www.futaba.co.jp/
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安全にお使いいただくために

安全にお使いいただくために安全にお使いいただくために

表示の意味

本書の中で次の表示がある部分は、安全上で特に注意する必要の
ある内容を示しています。

使用上の注意
※ FASSTest 12CH モード使用時は、従来システム用の 1-6CH 出力にはアナログ
サーボは使用できません。

※ FASSTest システムは従来の FASST システムとの互換性はありません。 
FASSTest システムに対応した送信機と組み合わせてご使用ください。

注意
 GPB-1（ジャイロ・プログラムボックス）は、機体に搭載しないでく
ださい。

■振動で破損します。

　  表　示  　意　味

危険｠
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者または他の人
が死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される
場合。

警告｠
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者または他の人
が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。または、軽傷、
物的損害が発生する可能性が高い場合。

注意｠
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者または他の人が
重傷を負う可能性は少ないが、傷害を負う危険が想定される場合。な
らびに物的損害のみの発生が想定される場合。

図記号：

；禁止事項  ；必ず実行する事項

いつも安全に製品をお使いいただくため、以下の点にご注意く
ださい。
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安全にお使いいただくために

アンテナ搭載時の注意（CGY760Rの場合）

警告
 2 つのアンテナ（先端 30 mm) がお互いに
90 度の位置関係になるように搭載する。

■ CGY760Rの受信機部 は 2 つの異なる位置で信号
を受信できるように、2 つのアンテナが装備され
ています（ダイバーシティアンテナ）。2 つのアン
テナを自動的に切替えて常に安定した受信状態を
確保しています。

 アンテナをカットしたり折り曲げたりしない。

■受信距離が短くなり操作不能になります。

 アンテナを引っ張らない。

■断線し操作不能になる危険性があります。

 アンテナの根元を折り曲げたり、アンテナの根元側から地面に落と
したりして衝撃を加えない。

■断線し操作不能になる危険性があります。

 アンテナはサーボ、モーター、バッテリーおよびそれらの配線から
少なくとも 1.5 cm 以上離して搭載する。

■受信距離が短くなり操作不能になります。

カーボン胴体機に使用時の注意

警告
 アンテナ部分（先端 30mm) は完全に機体の外側に出すこと。

■外側に出したアンテナ部がフライト中に風圧等で機体内部に戻らないよう注意
してください。アンテナがカーボン胴体内にあると受信状況が悪化し操作不能に
なります。

90˚
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安全にお使いいただくために

コネクターさしこみについての注意

警告
 右図のようにまちがってコネクターを接続し
ない。

■ショートして、焼損、爆発、発火の危険性があります。

飛行前の注意

警告
 コネクターがショートしないように導電体からは、離して搭載する。

■ショートすると破損します。

 使用前の動作テストや使用中に、正常に動作しない場合は使用を中止
する。

■他の 2.4 GHz システム等からのノイズにより電波が届かなくなる場合があります。

 送受信機のバッテリーが、飛行するのに十分な残量であることを確認
する。

■受信機・ジャイロ・サーボ電源の電池の動作可能時間は、調整の段階で把握して
おき、余裕をみて飛行回数を決めておきます。

 ジャイロが正しいモードで動作していることを確認する。

■異常を知らせる LEDの点灯、点滅がなく、ジャイロ、ガバナ－が正しいモード
で動作していることを確認してください。

電源について

警告
 ハイエンドのラダーサーボを使用する場合、サーボの特性に見合うだ
けの大きな電流が流れます。受信機電源（ジャイロ・サーボと共用）
としてレギュレーターを使用する場合は、これに見合う容量のものを
使用してください。

■また、スイッチや延長コード等も大電流タイプのものを使用してください。
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安全にお使いいただくために

コネクターについて

 センサー、サーボ、接続コード、バッテリー等のコネクターは奥まで
確実に挿入する。

■奥まで確実に挿入されていないと、飛行時の振動等で抜けて、墜落の危険があります。

接続について

 接続コードが金属やカーボンフレームの角に擦れて被覆が破れないよ
うに適当な位置で固定してください。

本体の防振／防水について

 ジャイロは、専用のスポンジテープで固定し、機体は充分な防振対策
を行い、飛行時に強い振動を受けないようにする。また、水のかかる
恐れのある場合はビニール袋等に入れて、防水対策を行う。

■ 強い振動やショックを受けたり、水滴の侵入によって誤動作すると墜落します。

　

飛行時の注意

警告
 フライバーレスヘリのサーボ消費電力について

 フライバーレスヘリは、そのヘッド構造から、スタビ付きヘリに比べて、サーボに
かかる負荷が増加しサーボの消費電力が、約 5 割程度増加します。スタビ付きヘリ
に比べて、50 ～ 60% のフライト回数を目安としてください。また、１フライト終
了ごとに電池残量の確認を必ず行ってください。

 ジャイロが設定モードの状態では飛行させない。

（以下、ジャイロ機能使用時）

 ジャイロの電源を投入後約 5秒間は機体および送信機のスティックを
動かさない。

■ジャイロの初期化／ニュートラルの読込み

 電源投入時、ジャイロの初期化が行われます。また、AVCSモード時は同時にラ
ダー、エルロン、およびエレベーターのニュートラル位置を読み込みます。

 正常に初期化が終了すると、ラダーサーボが左右に、スワッシュサーボが上下に
2回反復動作して終了を知らせます。
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安全にお使いいただくために

 ジャイロの動作方向は必ずチェックする。

■動作方向が逆の状態で飛行させようとすると、機体が一定方向に激しく回転する
ことになり、大変危険な状態に陥ります。

 使用するサーボタイプに合わせて必ずモードを選択する。（サーボ選択機能）

■ デジタルサーボおよびアナログサーボに対応可能です。ただし、異なったモード
で動作させた場合、正常に動作できなかったり、サーボ破損の恐れがあります。

 急激な温度変化は避ける。

■ 急激な温度変化はニュートラルずれの原因となります。例えば、冬期の暖房や夏
期の冷房の効いた車内から車外に出してすぐに飛行するようなことは避けてくだ
さい。10 分程度その場に放置し、ジャイロ内部の温度が安定してから電源を入
れて使用してください。また、ジャイロ本体に直射日光が当たったり、エンジン
の近くに搭載した場合、急激な温度変化を与えることも考えられます。ジャイロ
本体に直射日光等が当たらない工夫をしてください。

 ノーマルモードでトリムを調整し直したり、リンケージでニュートラ
ルをずらしたりした場合は、必ずAVCS モードのニュートラルの再読
込を行う。

■ 内部に AVCSモード時のニュートラル位置が記憶されているため、AVCSモード
時にニュートラルずれを生じます。

■ニュートラルの再読込方法

 感度切り替えスイッチが AVCS モードの状態で、ジャイロの電源を入れ直すか、
または、感度切り替えスイッチを高速に（1 秒以内の間隔）ノーマル→ AVCS →
ノーマル→ AVCS と操作します。

 AVCS モード時、トリムを操作しない。／レボリューションミキシン
グ（ピッチ→ラダーミキシング）等は使用しない。／コンディション
ディレー機能を使用しない。

■ AVCS モード時の補正はすべてジャイロが行います。従って、トリム操作やラダー
ミキシング等を ON にすると、ニュートラルずれと同様の動作となります。

 製品を硬いものでたたいたり、コンクリート面など、硬い床面に落と
したりしないでください。

■ ジャイロセンサーは衝撃に弱い構造です。強い衝撃でセンサーが破壊される場合
があります。
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安全にお使いいただくために

ジャイロの動作モードについて
 AVCSモードおよびノーマルモードの 2つの動作モードを送信機から切り替えて使
用可能です。

動作モード 動作

ノーマル
モード

角度補正機能が OFFの状態で動作します。特長としては、ヘ
リが前進時に風見鶏効果が出ます。

AVCS
モード

積分機能が追加され、角度補正機能が動作します。特長とし
ては、ヘリの前進および後進中に、横風でも機体姿勢を強固
に保持します。

AVCSモード時の動作について
 AVCSモードで動作中、機体が静止した状態でスティックを操作するか、または機体
を動かすと、スティックをニュートラルに戻してもサーボはニュートラル位置には
戻りませんが異常ではありません。

 実際の飛行では、ジャイロは機体の動きを常時監視し、機体姿勢を保持します。

※ただし、AVCSモードで動作時、機体を持ち運んだ場合、ラダーサーボやスワッ
シュサーボがセンターからずれた状態となる場合があるため、飛行前に目視で、
スワッシュプレートが水平になるように操作してから、エンジン回転を上げるよ
うにしてください。

 サーボをニュートラル位置に戻したい場合は電源を再投入するか、下記の方法で確
認することができます。

AVCS モード時
のニュートラル
位置の確認方法

スティックを、高速（1往復 1秒以内に、左右または上下）
に 2往復以上振り、ニュートラル位置に戻します。約 1
秒後にサーボはニュートラル位置に移動します。

警告
 GX（ジャイロ） LED が緑の高速点滅中（約 5回 / 秒）は電源を絶対に
OFF にしない。

■高速点滅中に電源を OFFにすると、データエラーが発生し、全データが初期化
されてしまいます。そのまま飛行すると大変危険です。
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安全にお使いいただくために

（以下、ガバナ－機能使用時）

 必ずガバナ－側でバッテリーフェイルセーフの設定を行う。　　　

■ガバナー使用時は、スロットルはガバナーで制御されるため、送受信機側のバッ
テリーフェイルセーフ機能は動作しません。

 （スロットルフェイルセーフ設定）：ガバナー使用時は、スロットル
のフェイルセーフ設定およびガバナー ON/OFF チャンネルのフェイル
セーフ設定を行う。

■ガバナー ON/OFF チャンネルまたは回転数設定チャンネルのフェイルセーフ機
能で、フェイルセーフ位置設定を、ガバナーが OFFとなるポイントに設定します。
この設定により、フェイルセーフ状態ではガバナーは OFF となり、スロットル
のフェイルセーフ設定が有効となります。

 送信機側のコンディションホールド機能を使用する場合、スロットル
サーボの最大動作ポイントの設定を必ずガバナ－が ONしない位置に
セットしてください。

■この設定は、コンディションホールドを設定してあっても、条件によってはガバ
ナ－が ON 状態となり、ガバナーで設定された回転数に吹け上がることを防止す
るためのものです。

 飛行開始時までは、スティックをスロー側として、ガバナー OFF の
状態を保ってください。

■エンジンの回転中、不意にガバナ－が ON状態となると大変危険です。

 機体が地上にある時は、機体が浮かない位置まで、ピッチを下げてお
いてください。また、機体から目を離さないでください。

■ガバナ－作動時はローターの回転が上がり、ピッチの位置によっては揚力が増し、
機体が浮き上がります。

 オートローテーションは、ガバナーON/OFF スイッチ機能で必ずOFF 
側にしてから、行ってください。

 センサー出力を定期的にチェックしてください。

■マグネットは高速で回転するため、大きな遠心力がかかります。10フライト毎
程度を目処に、出力および取り付け状態の確認を行ってください。
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安全にお使いいただくために

 操作中、機体側に振動等の異常が認められた場合に、直ちにガバナー
をOFF できる態勢をとってください。

■キャブレターの構造等により、エンジンの出力特性上、高速回転時にエンジンの
回転数が安定しない場合があります。このような場合は、最高回転数の設定を問
題のない範囲まで下げて使用してください。

機体メンテナンスに関する注意

 テールドライブはパイプドライブまたはベルトドライブ等を使用し、
テールまわりの強度に留意する。また、日頃から機体テール部のメン
テナンスを実行し、できるだけ振動の少ない機体整備を行う。

■ジャイロの性能が向上した分、機体テール部の剛性、機体の振動レベル、テール
ローターの大きさ、種類、リンケージのがた、たわみ、サポーターの緩み、テー
ルパイプの劣化等が特性に大きく影響します。

 また、テールの制動能力が上がり、舵も効くため、機体側テール部の負担も大き
くなります。

 飛行時の機体振動を最小限にするために、機体の回転する部品については全てバ
ランスがとれていることが重要です。

 搭載および飛行調整の前に、エンジンが滑らかに回転することや振動が最小限と
なるように整備を行っておきます。

 ジャイロの性能を発揮させるため、リンケージロッド、テールローター
ベルクランク、ピッチスライダー、およびテールローターグリップが
スムーズに動作していることを確認する。 　　　　　　　　

■引っかかりや突き当たりがある場合は飛行前に改善しておきます。 引っかかりや
突き当たりはジャイロの性能を低下させるだけでなく、サーボ故障やサーボ寿命
の低下を招きます。
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特長

この製品のジャイロ機能はラダー制御およびフライバーレスヘ
リ対応のエルロン／エレベーター制御が可能な 3軸 AVCS方式小
型レートジャイロです。

また、ガバナー機能は広い回転数制御範囲（700 ～ 4,000 rpm）
を持ち、エンジンの回転変動を抑え、負荷変動（反動トルク）によ
る機体姿勢の乱れを抑えることができます。

[製品の特長 ]
● 3軸ジャイロ機能とガバナ－機能を一体化したシステム
●ジャイロの単独動作も可能

●ジャイロ、ガバナ－共に最高速の制御方式を採用

●小型、低背、軽量

● GPB-1(ジャイロ・プログラムボックス )を使用して設定可能
●設定項目をベーシックとエキスパートメニューに分割

 ・ベーシックメニューで基本的な設定が可能
 ・エキスパートメニューで詳細な設定が可能
● S.BUS2システム対応
● CGY760Rは受信機一体型（CGY755は受信機機能なし）

●ジャイロ部

・アドバンス、アダプティブ PID制御
・3軸（エルロン、エレベーター、ラダー）を同時制御
[ ラダー（ヨー軸）制御部 ]

・広範囲のジャイロ制御レンジを実現：Max.±1,000°/sec
・デジタル（1520/760 μs）／アナログサーボ対応
・3D/Sportsモードをサポート
・フィードフォワード制御：ピッチ信号をジャイロに入力することにより、ジャイロ
性能の向上を実現

・ 新制御アルゴリズムの採用により、更に定速度ピルエット制御およびスムーズなラ
ダー制御を実現

特長特長
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特長

[ エルロン（ロール軸）／エレベーター（ピッチ軸）制御部 ]

・ フライバーレスヘリに対応
・ 各種のスワッシュタイプに対応（H1 / H3-90 / H3-120 / H3-140 / H4-00 / H4-45）：
 ジャイロの本体内にミキシング回路実装、スケールヘリにも対応
・ 制御の最適化により、スタビ付きヘリ以上の安定性を実現
・ リモートゲイン、スワッシュリング、スワッシュローテーション機能実装

●ガバナー部

・アドバンス、アダプティブ PID制御
・高速制御スピードを実現

・広い回転数制御範囲：700 ～ 4,000 rpm
・デジタル、アナログサーボ対応

・ヨーレート対回転数補正制御：ピルエット時の回転数変動を補正

・ガバナ－制御と、設定回転数を超えた時だけリミット制御する、ガバナーモードと
Rev.リミットモードの選択が可能

・ギヤ比セッティング範囲を拡張（1.00～ 50.00）
・新制御アルゴリズムの採用により、高速、スムーズなエンジン回転数制御を実現

・回転センサーは弊社製ガバナー GV-1と互換性有、更に、エンジンバックプレート
に実装したバックプレートセンサーをオプションで準備

●受信機部（CGY760R の場合）

・双方向通信対応の FASSTest-2.4 GHz方式、T-FHSS-2.4 GHz方式　
 GPB-1(ジャイロ・プログラムボックス )を使用してシステムの切り替えが可能
・ S.BUS2システム対応のため、受信機のバッテリー電圧情報や、受信機の S.BUS2
ポートに接続されたセンサー（別売）情報を送信できます。

・アンテナはダイバーシティ方式

●付加機能

・エンジン最高回転数保持機能

・エンジン運転時間の積算機能

・GPB-1（ジャイロ・プログラムボックス）を送信機に接続して、設定データをワイ
ヤレスでジャイロへ送信できます。
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セット内容

セット内容セット内容
セットの種類：

● CGY760R／ GPB-1／ガバナーセット
● CGY760R／ GPB-1セット
● CGY760R単体
● GPB-1単体

セット内容

GPB-1（ジャイロ・プログラムボックス）
※ CGY接続コード付属 ※送信機接続コード付属 
※マジックテープ付属 （送信機への取り付け用）

○ --- ○ ○

CGY760R (受信機一体型ジャイロ）
※両面スポンジテープ（3枚）が付属
※コネクター防塵カバー（3ヶ）が付属

--- ○ ○ ○

ガバナーセンサー
センサーステー（30/50/60用）
マグネット（2ヶ）        ※センサー取り付けネジが付属

--- --- --- ○

取扱説明書（本書） ○ ○ ○ ○

オリジナルステッカー ○ ○ ○ ○

セットの種類：

● CGY755／ GPB-1／ガバナーセット
● CGY755／ GPB-1セット
● CGY755単体

セット内容

GPB-1（ジャイロ・プログラムボックス）
※ CGY接続コード付属  ※送信機接続コード付属 
※マジックテープ付属 （送信機への取り付け用）

--- ○ ○

CGY755 (受信機機能なし）
※両面スポンジテープ（3枚）が付属　※受信機接続コード付属 
※コネクター防塵カバー（3ヶ）が付属

○ ○ ○

ガバナーセンサー
センサーステー（30/50/60用）
マグネット（2ヶ）        ※センサー取り付けネジが付属

--- --- ○

取扱説明書（本書） ○ ○ ○

オリジナルステッカー ○ ○ ○

○：付属　　---：付属せず
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セット内容

● GPB-1（ジャイロ・プログラムボックス）

※ジャイロ、ガバナーの設定をする時に、接続して使用します。

注：機体に搭載しないでください。

● CGY760R（受信機一体型）

● CGY755（受信機機能なし）

●両面スポンジテープ

●ガバナーセンサー／センサーステー／マグネット
 （ガバナーセットに付属）
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セット内容

●受信機接続コード（100mm）

※ジャイロと受信機の接続に使用します。 CGY755のみ付属

● CGY接続コード（350mm）

※ジャイロと GPB-1（ジャイロ・プログラムボックス）の接続に使用します。

●送信機接続コード

※送信機と GPB-1（ジャイロ・プログラムボックス）を接続して、送信機からジャイ
ロの設定を、ワイヤレス転送する時に使用します。

●コネクター防塵カバー

※空きコネクターに使用します。

オプションパーツ

下記のオプションパーツ（別売）が用意されています。

●ガバナーセンサーセット

  ガバナーセンサー／センサステー／マグネット／センサー取り付けネジ

● CGY760R用両面スポンジテープ（CGY755も共通で使用可）
 10枚組

●ガバナーセンサーステーセット（30/50/60用）

●バックプレートセンサー（各種エンジン用）
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搭載／各部の名称／接続

ジャイロの搭載

機体への搭載は、付属の両面スポンジテープを使用し、ヘリボ
ディのジャイロマウントの中心位置に、機体のロール、ピッチ軸
と正確に直交するように搭載してください。
※ジャイロ本体は、エンジンから少なくとも 15 cm以上離れた場所に搭載します。ヘ
リコプターのメインシャフトの近くに、取り付ける必要はありませんが、あらゆる
機体姿勢の変化に対しても、ジャイロセンサーが正しく動作できるよう、しっかり
とした場所を選んで取り付けることが重要です。搭載位置（ジャイロベッド）につい
ては、機体メーカーの取扱説明書を参照してください。

搭載／各部の名称／接続搭載／各部の名称／接続

[取り付け角度 ]

[ 制御軸 ]

※ロール（エルロン）軸

※ヨー（ラダー）軸

※ピッチ（エレベーター）軸

※ジャイロ底面はローターシャフトに対
して直角に取り付ける。

※ジャイロ側面はフレームに対して直
角に取り付ける。
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搭載／各部の名称／接続

ジャイロは、機体のロール、ピッチ軸と直交していれば、以下の向きで搭載できます。

※以下の搭載例を参考に、SWHベーシックメニューの「ジャイロ セット ホウコウ」
で、ジャイロ搭載方向を選択します。図の マークがある面がジャイロの上面
（LED）側です。（ただし、送信機のエルロン /エレベーター /ラダーのリバース設定
が初期値の場合です）

※本体に接続するコード類は余裕を持たせて固定してください。

・AIL ----- N
・ELE ---- R
・RUD --- N

・AIL ----- N
・ELE ---- N
・RUD --- N

・AIL ----- N
・ELE ---- N
・RUD --- R

・AIL ----- N
・ELE ---- R
・RUD --- R

・AIL ----- R
・ELE ---- N
・RUD --- N

・AIL ----- R
・ELE ---- R
・RUD --- N

・AIL ----- R
・ELE ---- N
・RUD --- R

・AIL ----- R
・ELE ---- R
・RUD --- N

・AIL ----- R
・ELE ---- R
・RUD --- N

・AIL ----- R
・ELE ---- N
・RUD --- R

ジャイロ セット
ホウコウ --- 1

ジャイロ セット
ホウコウ --- 2

ジャイロ セット
ホウコウ --- 3

・AIL ----- N
・ELE ---- N
・RUD --- N

・AIL ----- N
・ELE ---- R
・RUD --- R

CGY755にはアンテナはありません。
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搭載／各部の名称／接続

SWHベーシックメニュー P54の「AIL/ELE ジャイロ .ドウサ」および、RUDベーシッ
クメニュー P67の「ジャイロ . ドウサ」で各ジャイロの動作方向を設定する必要があ
ります。

● AIL- ロール（エルロン）軸／ ELE- ピッチ（エレベーター）軸／ RUD- ヨー（ラダー）軸
● N--- ノーマル／ R--- リバース

※取り付けプレートの構造によっては、
図のような向きの取り付けも可能です。

※取り付けプレートの構造によっては、
図のような向きの取り付けも可能です。

・AIL ----- R
・ELE ---- R
・RUD --- R

・AIL ----- R
・ELE ---- N
・RUD --- N

・AIL ----- R
・ELE ---- R
・RUD --- R

・AIL ----- N
・ELE ---- N
・RUD --- N

・AIL ----- N
・ELE ---- R
・RUD --- N

ジャイロ セット
ホウコウ --- 4

ジャイロ セット ホウコウ --- 5

ジャイロ セット ホウコウ --- 6

・AIL ----- N
・ELE ---- N
・RUD --- R

・AIL ----- R
・ELE ---- N
・RUD --- N

・AIL ----- N
・ELE ---- R
・RUD --- N

・AIL ----- R
・ELE ---- N
・RUD --- R

・AIL ----- N
・ELE ---- N
・RUD --- R

・AIL ----- N
・ELE ---- R
・RUD --- R

・AIL ----- R
・ELE ---- R
・RUD --- R
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搭載／各部の名称／接続

警告
 設定時は必ず、モーターへの配線をはずして、モーターが回転しない
状態にする。

■不意にモーターが回転し死亡や大ケガをしたり、機体その他に損害をあたえたり
する危険性があります。

※ ジャイロの取り付けは、必ず付属の両面スポンジテープをカットせず、そのままの
大きさで使用し、テープの中央（縦横均等）に取り付けてください。このテープは、ヘ
リコプターからの振動を効果的に吸収するように設計されています。

※ ジャイロ底面および、機体搭載部分の油分は、クリーナー等で拭き取っておきます。

※ ジャイロ本体は、ジャイロマウントにビスで取り付けができるようになっています。
ビス止め方法と取り付けに関する注意点は、本説明書の巻末をお読みください。

振動について

※ 使用するにしたがって、テープのコーナー付近からスポンジが裂けてくる場合があ
ります。この状態で飛行させると、振動吸収が充分行われないばかりでなく、ジャ
イロが脱落する危険があります。飛行前には必ず取り付け状態を確認し、スポンジ
が裂けている場合は、新しいものと交換してください。

※ 機体側からの振動が、ジャイロセンサーの許容値を超えると、ジャイロ動作に影響
を与え、細かな揺れや、ピクツキ現象が発生します。

※ ヘリからは、様々な周波数の振動が発生します。見た目には振動が発生していない
ようでも、高い周波数の振動によりジャイロに誤動作を発生させることもあります。

※ 基本的な対策は、ヘリから発生している振動源の対策を行ってください。問題が解
決しない場合、別の場所にジャイロを取り付けてみると改善する場合があります。

※本体に接続するコード類は 4㎝を目安に余裕を持たせてください。

電磁ノイズについて

※電磁ノイズにより、ジャイロ動作に影響を与える場合があります。ジャイロはモー
ターコントローラー、サーボ、およびドライブモーターからできるだけ離して取り
付けてください。

電動ヘリに使用する場合

※ 必ず ESCからモーターへの配線をはずして、モーターが回転しない状態で接続お
よび設定をしてください。一時的にガバナーや ESC の動作テストを行う場合は、
ヘリからメインローター、テールローターをはずして、回転部に触れないように十
分安全に考慮してテストしてください。
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搭載／各部の名称／接続

警告
 リンク操作時は、動力用モーターが接続された状態や、エンジンがか
かった状態では行わない。

■不意にモーターが回転し死亡や大ケガをしたり機体、その他に損害をあたえる危
険性があります。

 リンク操作が完了したら、一旦受信機の電源を入れ直し、リンクした
送信機で操作ができることを確認する。　

注意
 リンク完了後は必ず送信機から電源を入れる。

 送信機とのペアを組みかえる場合は、以前にリンクしていた送信機の
電波を出さない。

送信機とのリンク方法 :CGY760Rの場合（FASSTest-2.4GHz 
／ T-FHSS-2.4GHz ）
① CGY760Rと GPB-1を接続して、「ジュシンキ」画面で CGY760Rの通
信モードをリンクする送信機と同じモードに設定します。

②送信機と受信機を近づけ、送信機をリンクモードにした状態で受信機
の電源を入れてください。

③  受信機の電源を投入してから、約 2 秒後にリンク待ち状態となります。

④ RX LED が赤色の点滅から緑色点灯に変化すれば、リンク完了です。
（リンク待ち状態は約 1 秒間で終了します。）
※送信機のリンクモードについては、ご使用の送信機の取扱説明書をご覧くだ
さい。

※リンク操作時に、周囲で他の FASSTest-2.4 GHzまたは、T-FHSS-2.4 GHz シス
テムが使用されている場合、それらの送信機のうちの１台とリンクしてしまう場
合があります。このためリンク操作が完了したら、必ず動作を確認してください。

※リンクされた送信機の電源を入れた場合は、そのまま通信を開始します。

※送信機の通信モードを変更した場合、例えば 18 CH モードから 12 CH モードへ
変更した場合などは通信できません。再度リンク設定を行ってください。
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搭載／各部の名称／接続

LCD ディスプレイ

●設定状態を表示します。

GX（ジャイロ）LED

エディットキー

●動作パラメータの設定
に使用します。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑨ Gx⇔ P.BOX (ジャイロ・プログラムボックス ):
●ジャイロ、ガバナーの設定をするときに、CGY接続コードで接続。
設定が終わったらはずす。

各部の名称と接続

⑩ Tx（送信機接続コード）: ジャイロ ガバナ

●ジャイロの設定データを、送信機からワイヤレス転送する時に送信機に接続する。

LED 状態

緑点灯 通常動作時

緑点滅
通常点滅（約2回/秒）：S.BUSデータ待ち時
高速点滅（約5回/秒）：バックアップ中／ 電源を絶対に切らない。

赤点灯

ジャイロセンサーの異常等のエラー

電源再投入やバッテリー交換で回復できない場合は、弊社カス

タマーサービスへ点検・修理依頼してください。

ガバナジャイロ

RX（受信機）LED

CGY760R の場合

LED 状態

緑点灯 通常動作時

赤点灯 無信号時

交互点滅

受信機内部の異常（メモリー等）

電源再投入で回復できない場合は弊社カス

タマーサービスへ点検・修理依頼してくだ

さい。
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搭載／各部の名称／接続

※ 図は標準的なジャイロへのサーボ等の接続例を示します。

※ S.BUS2 は従来の S.BUS を拡張し、テレメトリーセンサー等から受信機への双方向通信
をサポートしたシステムです。テレメトリーセンサー等は S.BUS2コネクターに接続し
て使用します。S.BUS 対応のサーボ等は S.BUS2 のコネクター端子では使用できません。 

ジャイロ ：ジャイロ機能使用時に接続 ／ ガバナ ：ガバナ－機能使用時に接続

① RPM (Rev. Sensor): ガバナ

●回転センサーを接続

② AIL (Aileron output): ジャイロ

●エルロンサーボを接続

③ ELE (Elevator output): ジャイロ

●エレベーターサーボを接続

④ PIT (Pitch output): ジャイロ

●ピッチサーボを接続

⑤ THR (Throttle output): 
●スロットルサーボを接続 
●小型電動ヘリの場合：BEC付モーターコントローラを接続 

⑥ RUD (Rudder output): ジャイロ

●ラダーサーボを接続

⑦ ELE2 (Elevator2 output): ジャイロ

●エレベーター 2サーボを接続

⑧ S.B2 (S.BUS2 port):
● S.BUS/S.BUS2対応受信機や S.BUS2対応機器を接続
● CGY755の場合はここに受信機を接続します。

＊電源
● AIL～ S.B2に接続して使用
 （RPMと P.BOXコネクターには絶対接続しない）
※ 受信機を接続する場合、電源はジャイロのみに接続

S.BUS2
対応受信機

● CGY760Rで別の受信機を使用する場合は、ジュシンキセッテイのナイゾウジュシンキ
を "INH"にに変更し、電源を OFFにします。　

※ CGY760Rの内蔵受信機が動作中に、受信機を接続すると、ヘリが操縦不能になります。
※接続は受信機接続コードか CGY750/GY701/GY520用コード（別売）等を使用

※ S.BUS対応受信機の場合テレメトリー使用不可
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搭載／各部の名称／接続

S.BUSチャンネル設定

S.BUS機能を正常に動作させるには、送信機の各ファンクショ
ンのチャンネル番号と、S.BUSのチャンネル番号を一致させる操
作が必要です。方法は以下の通りです。

チャンネルの設定

① SBUS ベーシックメニューを開きます。

② [ /+]または [ /-]キーで、「AIL CH ＊」を選び [Enter]キーを押して、
設定モードにします。送信機のエルロンチャンネルを確認して、[ /+]
または [ /-]キーで、チャンネルが一致するようにセットします。設定
が終わったら [Enter]キーを押して、設定モードを終了します。

③ 上記と同様な操作を行い、ELE（エレベーター）、THR（スロットル）、
RUD（ラダー）、PIT（ピッチ）、ゲイン AIL（エルロンジャイロゲイン）、
ゲイン ELE（エレベータージャイロゲイン）、ゲイン RUD（ラダージャ
イロゲイン）、ガバナ RPM（ガバナー回転数）、ガバナ SW（ガバナー
on/offチャンネル）、の各チャンネルを送信機に合わせます。

④ 送信機のチャンネルが不足している場合は、「ガバナ SW」、「ゲイン
AIL」、「ゲイン ELE」チャンネルを使用しなくてもジャイロの動作は可
能です。使用しない場合は、チャンネル設定を INHに設定します。

 「ガバナ SW」を使用しない場合は、ガバナーのオン、オフはスティック
スイッチで行います。

 「ゲインAIL」、「ゲイン ELE」を使用しない場合は、エルロン、エレベー
ターのジャイロゲインは、ジャイロ本体の、フライトチューンメニュー
の「ベースゲイン」（P62）と「AIL. セパレーション」（P63）で感度を設
定します。この場合、AVCS、ノーマルモードは固定されますので、動
作モードの変更は、フライトチューンメニューのワーキングモードで
Normalまたは AVCSモードに設定します。（CMTは使用できません）

 Normalモードは、エルロン、エレベーターのトリム調整する時に使用
します。通常飛行時は、AVCSモードに設定します。

ガバナーセンサーの搭載

 ガバナー機能を使用する場合、回転数を検知するために、機体
にガバナーセンサーとマグネットを搭載する必要があります。
以下の方法で、クーリングファン側（エンジン機の場合）を加工
して付属のマグネットを取り付け、その回転数を読みとれる位
置に磁気センサーを固定します。
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マグネットおよびセンサー取り付けの概略図

※ 左記取り付け例は、エンジン機の一例を示します。

※ マフラー側に取り付ける場合も、ニードル側の取り
付けを参考にしてください。

※ センサーの取り付け位置によって、センサーとス
テーの取り付け方向を変える必要があります。

※ 機体によっては、センサーステーを使わずに機体の
フレームに直接センサーを取り付けます。

センサー位置の微調整

マグネットおよびセンサーを搭載後、下記の方法で、センサー
の取り付け位置を微調整します。

●センサーの出力が 60%以上になるようにセンサーの位置を調整する。

マグネット動作面の確認方法

マグネットを取り付ける前に次の方法でマグネットの動作方向
を確認します。

●ガバナーセンサーの先端にマグネットを近づけ、動作する面を確認する。

※表示の数値が上がる面が動作する面
です。後でマグネットを取り付ける
際に、この面をセンサー側にして取
り付けます。その面がわかるように
マジック等で印を付けてください。

＊左図のセンサーの中
心位置とマグネット
の中心を合わせる。

マグネット

センサー

クーリングファン

 マグネット（クーリングファンへ埋め込み）

センサー（エンジンのフランジにステーで固定）

マグネット

1～ 2 mm

3.7

2.2

3.7

センサー
センサーケース

センターの中心位置が
ずれています。
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マグネットの取り付け

下記の方法でマグネットを取り付けます。

①マグネットを取り付ける前に、GOVベーシックメニューの「回転センサー
テスト」の項目で、マグネットの動作する面を確認する。

クーリングファンへの取り付け加工

②取り付け位置に穴を開ける。

※直径 4.1mm、深さ 1.5～ 1.7mm
程度の穴。

ガバナーセンサーの取り付け

下記の方法でセンサーを取り付けます。

① センサーをセンサーステーに取り付ける。（仮組立）
※センサーの取り付けは付属のビスおよびワッシャーを使用してセンサーステーへ
取り付けてください。

② センサーステーをエンジンの取り付けフランジに共締め
する。（仮組立）

※ センサーステーはエンジンのマウントのネジを使用しエンジ
ンと共締めする。

※ 上記取り付け方法は一例を示します。

※ センサーとマグネットの距離を1～2mmにできるようにする。

※ 機体のフレーム等に接触しない取り付け方法を決める。仮組
みして、マグネットの取り付け位置を決めておく。

※ 機体およびエンジンによっては付属のセンサーステーがその
ままでは使用できない場合があります。このような場合は一
部加工してご使用ください。

マグネット

クーリングファンのこの面と
マグネットが同一面となるよ
うに接着してください。

③その穴にマグネットを出力が出
る方向に固定する。

※エポキシ系の接着剤（30分以上
で固まるもの）を使用。

※バランス上で、振動等が気になる場合は、反対側へ予備のマグネットを極性を逆に
して（出力がでないようにして）取り付けてバランスを取ってください。
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③ GOVベーシックメニューの「回転センサーテスト」の項目で、センサー
位置を微調整する。

④ センサーの位置調整が終了したら、仮組立で仮止めしていたネジ類をゆ
るまないように本締めし、最終的な組立の状態とする。

⑤ 再度センサー出力を確認する。

スロットルサーボの取り付け

下記の方法でスロットルサーボを搭載します。

まず、送信機側の設定を行います。
※下記送信機設定例は弊社製ガバナ－用ミキシングを使用した場合の例を示します。
ご使用のシステムに合わせて読み替えてください。

送信機側の設定

①  スロットルチャンネルおよびガバナー回転数設定チャンネルの舵角設定
（ATV/AFR/EPA）を両方向ともに 100%に設定する。

② ガバナーミキシングを有効にする。

③ 回転数設定のキャリブレーション機能のある送信機は、取扱説明書に
従って、回転数設定のキャリブレーション操作を行う。

※ キャリブレーション操作はGOVベーシックメニューの「RPMセット（回転数設
定）」画面の状態でで表示を合わせます。

※ キャリブレーション機能の無い送信機の場合、送信機側で仮の回転数を設定し、
GOVメニューの「RPMセット（回転数設定）」画面で回転数表示を合わせます。

※ これにより、送信機側から直読の回転数設定が可能となります。

④ ガバナーミキシングの設定画面で、コンディション毎に回転数を仮設定
する。

⑤ ガバナーを使用する場合、スロットルフェイルセーフの設定は、通常の
スロットルチャンネルのサーボポジションの設定以外にガバナーを OFF
させる設定が必要です。

※ ガバナーON/OFFチャンネル（設定時）または回転数設定チャンネルのフェイル
セーフ機能で、フェイルセーフポジションをガバナーがOFFとなる位置に設定し
ます。
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警告
 サーボタイプが選択されるまではガバナーにサーボを接続しない

■サーボタイプが違っていると ジャイロまたはサーボの故障原因となります。

次にジャイロ側の設定を行います。

ジャイロ 側の設定

① GOVベーシックメニューの「サーボタイプ選択」の項目で、使用するス
ロットルサーボに合せてサーボタイプを選択します。

② スロットルサーボを機体に搭載し、ジャイロの THRに接続します。

③ スロットルスティック中立の状態で、サーボホーンを図のようにプッ
シュロッドと直角となるように取り付けます。

※ 使用しない側のホーンは切り取ります。

※ サーボホーンに、機体側に付属のボールを
取り付けてください。（機体メーカーの指示
を基準に搭載します。）

※ ホーン止めビスを取り付けます。

④ スロットルスティックをスローからハイに操作してみて、サーボの動作
方向を確認する。逆に動作する場合は送信機のリバース機能で方向を合
せます。

⑤ GOVベーシックメニューの「サーボリミットポイント設定」の項目で、
スロットルサーボのリミットポイントを設定する。

※ サーボのダメージを防ぐため、ボールの上にリンケージを保持する。リミット
の設定が終了後、リンケージを接続します。スロットル動作範囲全域で突き当
たりがないようにします。

⑥ GOVベーシックメニューの「ギヤ比設定」の項目で、メインシャフト
のギヤ比を設定します。

⑦ GOVベーシックメニューの「スティックスイッチ」、「ガバナー ON/OFF 
スイッチ」の項目で、ガバナー機能の ON/OFF 方法を設定します。

⑧ GOVベーシックメニューの「バッテリーフェイルセーフ設定」の項目で、
サーボポジションを設定します。

直角
プッシュロッド
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⑨  GOV.エキスパートメニューの「ヨーレート補正」の項目で、センサー
取り付け方向およびメインローター回転方向を選択します。これでガバ
ナーの基本設定が完了です。

スロットルサーボリンケージの注意点

ガバナーを有効に使うため、サーボリンケージの時に次の点に
ご注意ください。

● サーボの動作範囲はできるだけ大きく取る。

 送信機側のエンドポイント（ATV/EPA）機能、AFR 機能等の舵角設定は
できるだけ 100% に近い値とする。

● ガバナーが OFF の状態で飛行を行い、スティックワークに対して、エ
ンジンがスムーズに反応するようにニードル調整をしてください。

 濃い混合気でのエンジンのカブリや、過度に薄い混合気が原因で、エン
ジンの反応が極端に違うポイントがある場合は、ガバナーの性能を充分
出し切れない場合があります。

機体の振動対策

機体フレームの強度不足、エンジンマウントのひずみや取り付
けが不十分な場合、エンジンにかかる振動が増加します。エンジ
ンの振動は、回転数の不安定さを誘発します。このような状態で
ガバナーを使ってもガバナーの持つ性能を充分発揮できません。
エンジンの振動対策を充分行ってください。

チューンドサイレンサーの使用

チューンドパイプ型サイレンサーを使う場合、エンジンのス
ロットルレスポンスがノーマルマフラーと比較して、大きく異な
る場合があります。エンジン回転数がスロットル開度に比例して
変化するようにニードル調整（およびパイプ長の調整）を行って
ください。エンジン回転がリニアに変化しない場合や、急激にパ
イプ・インするようなマフラーは、ガバナーの性能を出せません。
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GPB-1に保存されている設定データを
ジャイロに書き込む

接続したジャイロの設定データを、
GPB-1に読み込んで保存する。

S.BUSサーボのパラメータ設
定メニュー

GPB-1（ジャイロ・プログラムボックス）を接続
GPB-1（ジャイロ・プログラムボックス）本体の表示設定、

CGY760Rの受信システムの設定とジャイロ、ガバナーの各設定
をします。

オープニング画面

電源を ONにすると GPB-1が起動し、
オープニング画面を表示します。

ファーストマップファーストマップ

注意

 ジャイロと GPB-1 の接続コードの抜き差しは、必ず電源をOFF の状態で行う。

注意

 [Enter]、[ESC/Page] キー
は、ジャイロまたは、
GPB-1 のデータが書き換
わるため、操作キーを必
ず確認する。

電源を接続

オープニング画面

カキコミ画面ホーム画面 SBUS サーボメニュー画面

● 受信機電源（3.5～ 8.4V）

 AIL～S.B2コネクター
に接続（RPMと P.BOX
コネクターには絶対接
続しない）

●接続コードでジャイロと GPB-1を接続します。
CGY接続コード

Gx

P.BOX

[ /+] キー長押し

[Enter] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し
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ホーム画面から各メニュー画面を表示します。それぞれの画面
マップはあとのページにあります。

ホーム画面

エキスパートメニュー画面

GPB-1画面

[ /+][ /-] キー
同時押し

[Esc/Page] キー長押し
または、

[Enter] キーを押す

[Esc/Page] キー長押し
または

[Enter] キーを押す

[Esc/Page] キー長押し
または

[Enter] キーを押す

[ /+] キー長押し [ /-] キー長押し

ベーシックメニュー画面
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①スワッシタイプ表示： ジャイロ

SWHベーシックメニューで設定したスワッシュタイプを表示します。

②コンディションナンバー表示

現在のコンディションナンバーを表示します。

送信機のフライト・コンディション機能のように、送信機からのスイッ
チ操作で、いくつかのパラメータを最大 5通りのデータを設定して切替
えて使用することができます。送信機の AFR機能のあるチャンネルに
コンディション・スイッチを設定し、AFRのポイントカーブでフライト・
コンディション毎にポイントを設定すると、フライト・コンディション・
スイッチと連動させることも可能です。

ホーム画面の表示内容

ホーム画面は、スワッシュ
タイプ、ジャイロ動作モード、
感度やガバナーの ON/OFF、
エンジン稼働時間などの基本
情報を表示します。

ホーム画面ホーム画面
①

④

⑧

⑥

⑤

⑦

② ③

ホーム画面

DG1 または DG2の SWに設定した場合

●SWS.ﾚｰﾄ
●PIT.ﾚｰﾄ
●SWS.ﾘﾝｸﾞ
●ﾚｽﾎﾟﾝｽｽﾀｲﾙ

●Cnt.ｹﾞｲﾝAI
●Cnt.ｹﾞｲﾝEL
●ｴｷｽﾎﾟﾈﾝｼｬﾙ
●ｽﾀﾋﾞﾘﾃｨｹﾞｲﾝ

●I.ｹﾞｲﾝAI
●I.ｹﾞｲﾝEL
●D.ｹﾞｲﾝAI
●D.ｹﾞｲﾝEL

●ﾍｯﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽAI
●ﾍｯﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽEL
●CYC.ﾚｰﾄ
●ﾍﾞｰｽｹﾞｲﾝAIL/ELE
●ｶﾞﾊﾞﾅｰｹﾞｲﾝ
●ﾛｰﾘﾐｯﾄﾎﾊﾞﾘﾝｸﾞ
●ﾛｰﾘﾐｯﾄｱｲﾄﾞﾙｱｯﾌﾟ

Ｃond1 (コンディション 1)
スイッチ DG1 

●SWS.ﾚｰﾄ
●PIT.ﾚｰﾄ
●SWS.ﾘﾝｸﾞ
●ﾚｽﾎﾟﾝｽｽﾀｲﾙ

●Cnt.ｹﾞｲﾝAI
●Cnt.ｹﾞｲﾝEL
●ｴｷｽﾎﾟﾈﾝｼｬﾙ
●ｽﾀﾋﾞﾘﾃｨｹﾞｲﾝ

●I.ｹﾞｲﾝAI
●I.ｹﾞｲﾝEL
●D.ｹﾞｲﾝAI
●D.ｹﾞｲﾝEL

●ﾍｯﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽAI
●ﾍｯﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽEL
●CYC.ﾚｰﾄ
●ﾍﾞｰｽｹﾞｲﾝAIL/ELE
●ｶﾞﾊﾞﾅｰｹﾞｲﾝ
●ﾛｰﾘﾐｯﾄﾎﾊﾞﾘﾝｸﾞ
●ﾛｰﾘﾐｯﾄｱｲﾄﾞﾙｱｯﾌﾟ

Ｃond2 (コンディション 2)

ニュートラル

スイッチチャンネルレート

右下左上
Cond1 Cond2

-100% 100%-35% 35%0%

※セットアップスタイルがF3Cの場合を示します。

本説明書でコンディションが設定できる機能には 
Cond  のマークが付きます。
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③電圧表示

ジャイロに入力された電圧を表示します。

④ジャイロ動作モード・感度（ゲイン）表示： ジャイロ

エルロン、エレベーター、ラダー軸の AVCSまたはノーマルの動作モー
ドと設定感度を表示します。

⑤ロール／エレベーターマックスレート表示 ： ジャイロ

飛行時のロール／エレベーターレートの最大値を表示します。電源をオ
フするとデータはリセットされます。レートを確認したい場合は、飛行後
電源をオンのままとしてください。また [ /+] [ /-]キーでカーソルを各
レートマックス表示に移動して、[Enter]キーを長押しすると表示がリセッ
トされます。

⑥ガバナー ON/OFF表示： ガバナ

ガバナー機能の ON/OFFスイッチの状態を示します。"ON"表示になる
とガバナ－機能が動作状態となります。

⑦ガバナー最高回転数表示： ガバナ

動作中にガバナーが記憶した、エンジンの最高回転数を表示します。電
源をオフするとデータはリセットされます。最高回転数を確認したい場合
は、飛行後電源をオンのままとしてください。また、[ /+] [ /-]キーでカー
ソルを回転数表示に移動して、[Enter]キーを長押しすると表示がリセット
されます。

AFR 機能が設定できる空きチャンネルに、コンディション・スイッチチャンネルを設定し、送信機のフライト・コン
ディション毎にポイントカーブを設定した場合

スイッチチャンネルレート
ニュートラル

Cond1 Cond3 Cond5Cond4Cond2
-100% 100%-25%-75% 75%25%0%

-100%

100%

0%

送信機のフライト・コンディション毎にAFR でポイントカーブを設定
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⑧エンジン稼働時間表示： ガバナ

エンジンの稼動時間を表示します。9,999時間まで表示されます。

[ /+][ /-]キーでカーソルを稼働時間表示に移動して、[Enter]キーを
長押しすると表示がリセットされます。稼動時間はリセットされるまで、
電源を切ってもメモリーに記憶されます。

データ保存画面

セッティング変更した後、ジャイロにデー
タを保存する時に以下の画面が表示されま
す。（表示は短時間です）

現在のコンディションナンバーを表示します。

各メニュー画面の設定方法
画面上で [ /+] [ /-]キーでカーソルを設定項目に移動し、[Enter]キー

を押して設定モードにします。[ /+] [ /-]キーで設定内容を変更します。
終わったら、[Enter]キーを押して、設定モードを終了します。

設定モード中 [ /+] [ /-]キー同時押しで初期値にもどります。

コンディション【C1】がある機能の設定方法
画面上でコンディション C1設定機能は、以下のように設定します。

C1 の表示がある項目は、コンディション毎に設定ができ
ます。

コンディション切り替えると、そのコンディションの設定値に変わります。

①[ /+] [ /-]キーで、カーソルを「C1」に移動し、[Enter]キーを押して
コンディション選択モードにします。[ /+] [ /-]キーでコンディショ
ンナンバーを選び [Enter]キーを押してコンディションナンバーを決定
します。

②次に、[ /+] [ /-]キーで選んだコンディションの「設定値」に移動し、
[Enter]キーを押して設定モードにします。[ /+] [ /-]キーで設定値を
変更します。設定が終わったら、[Enter]キーを押して、設定モードを終
了します。

[ /+] キー [ /-] キー [Esc/Page] キー [Enter] キー
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GPB-1に関係する設定をするメニューです。

GPB-1メニューGPB-1メニュー

ホーム画面

ディスプレイ

サウンド

インフォメーション

ジュシンキ ジャイロアップデート

[ /+][ /-] キー
同時押し GPB-1画面

[Esc/Page] キー長押し
または、

[Enter] キーを押す
[Esc/Page] キー

長押し

[Enter] キーを押して各メニュー画面を表示、
各メニュー画面のタイトルにカーソルがある
時 [Enter] キーを押すとGPB-1 メユー画面に
戻る

[ /+] または [ /-] キー
を押してカーソル移動

CGY755 は無効
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ディスプレイ（GPB-1の表示設定）
GPB-1のディスプレイのコントラスト、明るさやバックライト
の点灯時間を設定します。GPB-1メニュー画面からディスプレイ
画面を表示します。

①コントラスト 

ディプレイのコントラストを調整します。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーでカーソルを
「コントラスト」に移動し、[Enter]キーを押
して設定モードにします。[ /+] [ /-]キー
でコントラストを調整します。調整が終わっ
たら、[Enter]キーを押して、設定モードを
終了します。

●設定範囲：0～ 20　＜初期値：10＞　

②明るさ（アカルサ）　

ディプレイの輝度を調整します。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーを押してカーソルを「アカルサ」に移動して
[Enter]キーを押して、設定モードにします。[ /+] [ /-]キーを押して輝
度を調整します。調整が終わったら、[Enter]キーを押して、設定モードを
終了します。

●設定範囲：OFF（バックライト OFF）/ 1～ 20　＜初期値：10＞　

③バックライト点灯時間 （バックライトタイマ）　

最後のキー操作後に、バックライトが消灯するまでの時間を調整します。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーでカーソルを「バックライトタイマ」に移動し、
[Enter]キーを押して設定モードにします。[ /+] [ /-]キーでバックライ
トの点灯時間を調整します。

調整が終わったら、[Enter]キーを押して、設定モードを終了します。

●設定範囲：OFF（常時点灯 / 10～ 240ビョウ　＜初期値：10ビョウ＞　

 は  キー  は   キーディスプレイ画面
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①サウンド 　

GPB-1のキー操作音のON/OFFを設定します。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーを押してカーソル
を「サウンド ON/OFF」に移動して [Enter]キー
を押して、設定モードにします。[ /+] [ /-]キー
を押してON/OFFを設定します。調整が終わっ
たら、[Enter]キーを押して、設定モードを終
了します。

●選択：ON/OFF　＜初期値：ON＞

①表示言語 （ゲンゴ）

GPB-1の表示言語を設定します。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「ゲ
ンゴ」に移動し、[Enter]キーを押して設定モー
ドにします。[ /+] [ /-]キーで表示言語を選
びます。選び終わったら、[Enter]キーを押して、
設定モードを終了します。

●ゲンゴ（設定可能な表示言語）
　ニホンゴ（JPN）/エイゴ（ENG.）/ドイツゴ（GER）
●バージョン：GPB-1プログラムバージョン
● GYRO Ver：ジャイロプログラムバージョン

インフォメーション画面

サウンド（GPB-1のキー操作音）
GPB-1のキー操作音の ON/OFF設定です。GPB-1メニュー画
面からサウンド画面を表示します。

インフォメーション（GPB-1の表示言語とバージョン）
GPB-1の表示言語設定とプログラムのバージョン、ジャイロバー
ジョンを表示します。GPB-1メニュー画面からインフォメーショ
ン画面を表示します。

サウンド画面
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ジュシンキ（受信機設定）CGY760Rの場合
CGY760Rの受信機設定です。GPB-1メニューからジュシンキ画

面を表示します。

②内蔵受信機（ナイゾウジュシンキ）

CGY760Rの内蔵受信機を設定します。S.BUS/S.BUS2に対応した弊社製受信機で、
ジャイロ /ガバナー機能使用する場合、内蔵受信機を INHを選択します。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで「ナイゾウジュシンキ」に移動し、[Enter]キーを押して、
設定モードにします。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。
[ /+] [ /-]キーで設定を変更し、[Enter]キーを約 1秒間押すと、設定が変更されます。
内蔵受信機の設定が INHの場合、①通信モードは表示しません。

●選択：ACT/ INH　＜初期設定：ACT＞

注意

 受信機を接続する場合、電源をOFF にしてください。

電源が ONで接続すると、CGY760Rまたは、受信機が破損する恐れがあります。

警告

 「ナイゾウジュシンキ」の設定を INH に変更後、電源を OFF にしない場合、
内蔵受信機は動作中です。設定変更後は、電源を OFF にしてください。内
蔵受信機が動作中に、受信機を接続するとヘリは操縦不能になり墜落します。

①通信モード（FASSTest T-FHSS）

通信モードを設定します。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、「通信モード」
に移動し、[Enter]キーを押して設定モードに
します。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」
と表示されます。[ /+] [ /-]キーで通信モー
ドを選びます。[Enter]キーを約 1秒間押すと、
選んだ通信モードに変更されます。変更後、
送信機とリンクしてください。

●対応通信モード : FASSTest- / T-FHSS

注意

変更する場合必ず送信機と CGY760R の電源が OFF
の状態から、CGY760R のみ電源を ONにして設定変
更をします。一度通信した場合は、必ず一度送信機
と CGY760R 両方の電源をOFF にしてください。

ジュシンキ画面

INH の設定で通信モードは非
表示になる

CGY755 の場合でもこの
表示が出ますが無視して
ください。（設定変更不可）
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ジャイロ アップデート
CIU-2または CIU-3を使用して、PCからジャイロをアップデー
トするために、アップデートのモードにするメニューです。
＊アップデートには、以下のものが必要です。

● CGY接続コード (GPB-1付製品に付属 )

● CIU-2または CIU-3（別売）●二又コード (別売＊ CIU-3には付属 )

● CGY750/GY701/GY520用コード（別売）または、アップデート用 DSCコード（別売）

①ジャイロのアップデートファイルをダウンロード　

ジャイロのアップデートファイルを、Futaba WEB (http://www.rc.futaba.
co.jp/dl/index.html) より、お持ちの PC にダウンロードします。

②アップデートの準備 -1　

上の接続図を参考に、ジャイロ、GPB-1、CIU-2また
は CIU-3と PCを接続します。

インターネットに接続可能
で、CIU-2 または CIU-3 の
ドライバーソフトがインス
トールされた PC

ジャイロの空いているコネクターへ

P.BOX ポートへ
（二又コード）

ジャイロに電源を接続する
空コネクターがない場合

バッテリー

CIU-2 ／ CIU-3

スイッチ

S.B2 ポートへジャイロ

GPB-1

PC の
USB ポートへ

CIU-2 ／ CIU-3 へ

接続コードで S.B2 ポートへ

スイッチ
コネクターへ

接続図

注意 : 送信機と CGY760Rが通信を行った場合や、内蔵受信
機の設定が INHの場合は、アップデートを行うことができ
ません。内蔵受信機が ACT、送信機の電源が OFFの状態で
CGY760Rの電源を ONにしてください。

CGY760Rの場合
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④ CIUの選択（スピード）

使用する CIU-2または CIU-3にあった転送ス
ピードを選びます。

[ 選択方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを
「ロースピード（CIU2/3）」または、「ハイスピー
ド（CIU3)」を選び、[Enter]キーを押します。
準備ができると「ジュンビチュウ」が表示さ
れます。

⑤アップデートの実行　

PCにダウンロードしたアップデートファ
イルをクリックして、アップデートを実行
します。

⑥アップデート完了　

アップデートが正常に完了すると、GPB-1の
画面に「カンリョウシマシタ」と表示されます。

③アップデートの準備 -2　

GPB-1メニュー画面からジャイロ アップ
デート画面を表示します。

＊アップデートが正常に行われないと、「シッパ
イシマシタ」と表示されます。最初からやり直
してください。再度失敗する場合は、アップデー
トファイルを再ダウンロードしてください。

注意

 アップデート中は、絶対に電源を OFF したり
バッテリーを取り外さないでください。故障す
る可能性があります。

ジャイロ アップデート画面
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ベーシックメニュー

ベーシックメニュー画面

ベーシックメニューベーシックメニュー
基本的な設定をするメニューです。各ベーシックメニューは必
ず設定が必要です。

[ /+] キー長押しホーム画面

フライトチューン

スワッシュベーシック

ラダーベーシック

ガバナーベーシック SBUSベーシック

[Esc/Page] キー長押し
または、

[Enter] キーを押す
[Esc/Page] キー

長押し

[Enter] キーを押して各メニュー画面を表示、各
メニュー画面のタイトルにカーソルがある時
[Enter] キーを押すとベーシックメニュー画面に
戻る

[ /+] または [ /-] キー
を押してカーソル移動
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SBUS ベーシック（S.BUS 基本設定）

SBUSベーシックメニュー（S.BUS基本設定）SBUSベーシックメニュー（S.BUS基本設定）
ベーシックメニュー画面から SBUSベーシック画面を表示しま
す。 使用する送信機に合わせて、各ファンクションの CH設定を
します。使用しないファンクションは INHに設定します。

① S.BUS接続：AIL（エルロン）チャンネル 

 [ /+] [ /-]キーを押してカーソルを「AIL CH*」に移動し、
[Enter]キーを押して設定モードにします。[ /+] [ /-]キー
で送信機のエルロン チャンネルに設定します。設定が終
わったら、[Enter]キーを押して終了します。

② S.BUS接続：ELE（エレベーター）チャンネル 

同じように「ELE CH*」を選び、[ /+] [ /-]キーで送信機の
エレベーターチャンネルに設定します。

③ S.BUS接続：THR（スロットル）チャンネル 

同じように「THR CH*」を選び、[ /+] [ /-]キーで送信機の
スロットル チャンネルに設定します。

④ S.BUS接続：RUD（ラダー）チャンネル 

同じように「RUD CH*」を選び、[ /+] [ /-]キーで送信機の
ラダー チャンネルに設定します。

⑤ S.BUS接続：PIT（ピッチ）チャンネル 

同じように「PIT CH*」を選び、[ /+] [ /-]キーで送信機の
ピッチ チャンネルに設定します。

警告
 ジャイロと GPB-1 が接続している場合のみ、
設定変更が可能です。ジャイロと送信機の
CHが必ず一致するように設定します。送信
機の CHを変更した場合、ジャイロも変更が
必要です。

SBUS ベーシック画面　1/3

SBUS ベーシック画面 3/3
リセットから

 は   キー

 は  キー  は   キー

●設定範囲 (共通 )：
1～ 16ch, DG1, DG2, INHどのカーソル位置からでも 2/3 へ

3/3 から
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⑥ S.BUS接続：ゲイン AILチャンネル 

同じように「ゲインAIL CH*」を選び、[ /+] [ /-]キーで
送信機のエルロンゲイン チャンネルに設定します。

⑦ S.BUS接続：ゲイン ELEチャンネル 

同じように「ゲイン ELE CH*」を選び [ /+] [ /-]キーで
送信機のエレベーターゲイン チャンネルに設定します。

⑧ S.BUS接続：ゲイン RUDチャンネル 

同じように「ゲイン RUD CH*」を選び、[ /+] [ /-]キー
で送信機のラダーゲイン チャンネルに設定します。

⑨ S.BUS接続：ガバナ rpm（回転数設定）チャンネル　

同じように「ガバナ rpm CH*」を選び、[ /+] [ /-]キー
で送信機の回転数設定 チャンネルに設定します。

⑩ S.BUS接続：ガバナ sw（ガバナー ON/OFF）チャンネル

同じように「ガバナ SW CH*」を選び、[ /+] [ /-]キーで
送信機のガバナー ON/OFFチャンネルに設定します。

⑪ S.BUS接続設定：Cond
コンディション スイッチ チャンネル 

同じように「Cond CH*」を選び、[ /+] [ /-]キー
でジャイロのコンディション切り替えスイッチ
チャンネルを設定します。

＊「セットアップスタイル」が 3Dの場合、ゲイン AIL とゲイン ELE は共通で一つのチャン
ネルで設定します。（表示は )

SBUS ベーシック画面　2/3

＊ 送信機のフライト・コンディション機能のように、送信機か
らのスイッチ操作で、いくつかのパラメータを最大 5通りの
データを設定して切替えて使用することができます。送信機
の AFR機能のあるチャンネルにコンディション・スイッチを
設定し、AFRのポイントカーブでフライト・コンディション
毎にポイントを設定すると、フライト・コンディション・スイッ
チと連動させることも可能です。

どのカーソル位置からでも 3/3 へ

1/3 から
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警告
 飛行する前に必ずコンディション 1～ 5 すべて、動作
確認をしてください。

 トレーナー経由の設定は、必ず送信機とジャイロの
電源が OFF の状態から、ジャイロのみ電源を ONに
して設定をします。一度通信した場合は、必ず送信
機とジャイロ両方の電源を一度 OFF にしてくださ
い。ジャイロと GPB-1 が接続していない場合やト
レーナー接続の場合は、設定できません。

 GPB-1 は、必ず電源を OFF にした状態で抜き差しをし
てください。

⑫トレーナー ケイユ　

[ /+] [ /-]キーで「トレーナー ケイユ」を選び、[Enter]キーを
押して設定モードにします。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」
と表示されますので、[ /+] [ /-]キーで、データ経由チャンネ
ルを選び、[Enter]キーを約 1秒間押すと設定されます。

●送信機のデータ経由チャンネルは、SBUSベーシック 1/3、2/3の画面
で設定したチャンネル以外の連続した２つの空きチャンネルを使用しま
す。例えば＃ 1に CH11を設定すると、自動的に＃ 2に CH12が設定さ
れます。他の機能を割り当てたチャンネルは、トレーナーケイユチャン
ネルに設定することができません。

⑬ S.BUS接続：ELE2（エレベーター 2）チャンネル 

他の S.BUS接続チャンネルと同じように「ELE2 CH*」を選び、[
/+] [ /-]キーで送信機のエレベーター 2チャンネルに設定します。

● SWHベーシックの設定が、H1、H3-XXのみ設定可能 (H4-XXの時は、
ELEのCH設定に自動的に設定されます )H1⇔H3で設定変更した場合は、
ELE2の設定した CHはそのまま残ります。

どのカーソル位置から
でも 1/3 へ

1/3 から

SBUS ベーシック画面　3/3
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⑮リセット（S.BUS接続：初期化）　

[ /+] [ /-]キーで「リセット」を選び、[Enter]キーを押
してリセットモードにします。「ジッコウ：Enter ヲ 1
ビョウ オス」と表示されますので、[Enter]キー約 1秒
長押ししてリセットします。リセットをしない場合は
[Enter]キーか [Esc/Page]キーを押して終了します。

SBUS ベーシック画面　1/3
メニュータイトルへ

⑭ ELE2（エレベーター 2）サーボ タイプ 

（ELE2ポートをスワッシュ以外の用途で使用したい場合）
ELE2ポートのサーボタイプを選択します。殆どの Futaba
製デジタルサーボは、最速モードである DG:285 Hzに対
応していますが、高速モードを推奨していない、または対
応していないサーボを使う場合、サーボスペックを確認し
て、適宜設定を変更してください。

スワッシュタイプが４サーボの H4-00, H4-45の機体の場
合は、SWHベーシックのサーボ・タイプですべてのスワ
シュ・サーボのタイプを設定するのでここでのサーボ・タ
イプの選択はできません。

[設定方法] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「サーボ タイプ」
に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにし、[ /+] [
/-]キーでタイプを選びます。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョ
ウ オス」と表示されます。[Enter]キーを約 1秒間押すと、
選んだサーボタイプに変更され、設定モードが終了します。

●サーボタイプ ＜初期設定：DG:285 Hz＞
AN:70 Hz / DG:760 μs / DG:285 Hz

警告
 サーボタイプは必ず確認する。異なる設定は、サーボやジャ
イロが故障したりヘリが操縦不能になる危険性があります。
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「カキコミ」と「サーボ」

タイトル「トレーナーケイユ」に
カーソルで [Enter] キー押し

ジャイロ設定データの転送機能について
機体に搭載したジャイロの設定を GPB-1から送信機を経由してワイヤレスで変更
できます。送信機と GPB-1の接続は P127参照、変更できる機能リストは P128
～ 129です。この機能を使用するには、GPB-1を送信機に接続する前に、ジャイ
ロと接続して変更前のデータを GPB-1に保存します。

送信機側の設定

①送信機の取扱説明書に従って、チャンネルファンクション機能で 2つの連続した
空き AUXチャンネルを、ジャイロの SBUSメニューで設定したチャンネルに合
わせて設定します。ただし、「コントロール」と「トリム」は設定しません。

②２つの空きチャンネルを以下の設定にする。

・サブトリム 0 /・エンドポイントは 100に設定する /・リミットポイントは 155（最大）
・フェールセーフはホールド /・バッテリーフェールセーフは OFF
・サーボスピード 0 / ・サーボリバースをノーマル

③送信機の取扱説明書に従って、トレーナー機能を以下のように設定する。

・常時 ON（常時 ONとは ON表示になっている状態）
・CHモードは 16CH /  ・トレーナーは「先生」
・トレーナーケイユチャンネルのモードはノーマル / ・レートは 100％

送信機と GPB-1を接続した状態で、送信機の電源を ONにすると、GPB-1が起動しオー
プニング画面が表示されます。次に ID確認画面が表示されますので、設定するジャイ
ロのケースに貼られた IDと同じか確認してください。[Esc/Page]キーを長押しでトレー
ナー経由機能の設定画面を表示します。

注意：ID確認画面で IDが違っている場合は、設定するジャイロと GPB-1を直接接
続して、ジャイロのデータを GPB-1に保存してください。

オープニング画面
ID確認画面

トレーナー経由画面ホーム画面

[Enter] キー
長押し

[Esc/Page] キー
長押し

[Esc/Page] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し

[Enter] キー
長押し
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SWHベーシック（スワッシュ基本設定）ジャイロ

SWHベーシック（スワッシュ基本設定）SWHベーシック（スワッシュ基本設定）
スワッシュ動作の基本設定を行います。エルロン、エレベーター
ジャイロを使用時は必ずこのスワッシュ・ベーシック設定を行っ
てください。ベーシックメニュー画面から SWHベーシック画面
を表示します。

以下の 6種のスワッシュプレートに対応します。

ヘリの機体側のスワッシュプレートのタ
イプにかかわらず、送信機側のスワッシュ
タイプは、「H-1」に設定します。

警告
 SWHベーシックメニューで、サーボタイプを選択するまでは、ジャイロにサー
ボを接続しない。

■サーボタイプが違っていると故障の原因となります。

H-1
Swash Type

ELE

PIT AIL

H3-120

ELE

PIT AIL
H3-140

ELE

PIT AIL

H3-90

ELE2

ELE

PIT AIL

H4-00

ELE2

FRONT

ELE

PIT

AIL

H4-45

ELE

PIT AIL

H-1

AIL ：エルロンサーボ
ELE ：エレベーターサーボ
PIT ：ピッチサーボ
ELE2 ：エレベーターサーボ 2
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SWHベーシック（スワッシュ基本設定） ジャイロ

②ジャイロ セット ホウコウ（搭載方向） 

ジャイロの搭載方向に合わせて、ロール軸、ピッチ軸、ヨー
軸を設定します。P20～ 21を参考に搭載方向を設定します。
「セットアップスタイル」と同じように「ジャイロセットホウ
コウ」を設定します。Gxの LEDの点滅が終了したら、一度、
電源を入れ直し正常に動作していることを確認してください。

●搭載方向：1～ 6　＜初期設定：1＞　

警告
 変更後、電源を入れ直さない場合、ジャイロは正常に動作せず、
墜落の危険があります。

①セットアップ スタイル 

◆ F3C（初期設定） /◆ L.SCALE: 詳細な設定が可能
◆ 3D : 一部設定項目が簡略化されます。
※スタイルの切替時、AIL/ELE/RUDジャイロ設定は初期化されます。
[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「セットアップ
スタイル」に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにしま
す。次に [ /+] [ /-]キーでスタイルを選びます。「ジッコウ：
Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。[Enter]キーを約 1
秒間押すと、選んだスタイルに変更され、設定モードが終了
します。

● L.SCALE：初期パラメータが、全長 2.5ｍ以上の大型機に対応した
モード

5/5 から

SWHベーシック画面　1/5

SBUS ベーシック画面 5/5 イコラ
イザー・ドウサから

 は   キー

 は  キー  は   キー

どのカーソル位置からでも 2/5 へ
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SWHベーシック（スワッシュ基本設定）ジャイロ

③サーボ タイプ 

スワッシュサーボのタイプを選択します。殆どの Futaba
製デジタルサーボは、最速モードである DG:285 Hzに対
応していますが、高速モードを推奨していない、または対
応していないサーボを使う場合、サーボスペックを確認し
て、適宜設定を変更してください。

[設定方法] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「サーボ タイプ」
に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにし、[ /+] [
/-]キーでタイプを選びます。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョ
ウ オス」と表示されます。[Enter]キーを約 1秒間押すと、
選んだサーボタイプに変更され、設定モードが終了します。

●サーボタイプ ＜初期設定：DG:285 Hz＞
AN:70 Hz / DG:95 Hz / DG:140 Hz / DG:760 μs / DG:285 Hz

警告
 サーボタイプは必ず確認する。異なる設定は、サーボやジャ
イロが故障したりヘリが操縦不能になる危険性があります。

④スワッシュ タイプ 

スワッシュタイプの選択を行います。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「スワッシュ 
タイプ」に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにしま
す。次に [ /+] [ /-]キーでスワッシュタイプを選びます。
「ジッコウ：Enter ヲ 1ビョウ オス」と表示されます。[Enter]
キーを約 1秒間押すと、選んだスワッシュタイプに変更さ
れます。設定を変更すると、他のデータは初期化されます。

●スワッシュタイプ ＜初期設定：H3-120＞
H-1 / H3-120 / H3-140 / H3-90 / H4-00 / H4-45

警告
 スワッシュタイプを変更すると他の設定データがリセットさ
れます。はじめにスワッシュタイプをきめてから他のデータ
を設定してください。
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SWHベーシック（スワッシュ基本設定） ジャイロ

⑥サーボニュートラル調整 AIL/ELE/PIT/ELE2

[ /+] [ /-]キーで、スワッシュサーボ（エル
ロン、エレベーター、ピッチ、セカンドエレベー
ター）ニュートラル位置の調整を行います。セ
カンドエレベーター（ELE2）はスワッシュタイ
プが H4-xx時のみ表示されます。

●設定範囲：+240～ 0～ -240　＜初期値：0＞　

どのカーソル位置からでも 3/5 へ

スワッシュタイプがH4-xx 時のみ ELE.2 が表示

⑤サーボ  ドウサ（動作方向）

スワッシュサーボの動作方向を設定します。H3-xxス
ワッシュモードの場合、3個のスワッシュサーボの動
作方向を、[ /+] [ /-]キーでピッチ方向の動作方向が
合う設定値を選択します。H3-xxスワッシュタイプの
場合、8種類の組み合わせがあります。その中の一つ
を選択します。H4-xxスワッシュタイプの場合は、16
種類の組み合わせがあります。同様に設定します。

ピッチ方向の動作方向が合っても、エルロン、エレベー
ターの動作方向が逆となる場合があります。この時は、
SWHベーシックメニュー3/5の「SWS.ドウサホウコウ」
により、極性を反転します。あるいは、送信機のエル
ロン、エレベーターのリバース設定をリバースとして
ください。1/5 から

[H1 or H3]          SWHベーシック画面　2/5        [H4]
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SWHベーシック（スワッシュ基本設定）ジャイロ

現在のコンディションナンバーを表示します。
C1の表示がある項目は、コンディション毎に設定ができます。
コンディションを変えると、そのコンディションの設定値に
変わります。
① [ /+][ /-]キーで、カーソルを「C1」に移動し、[Enter]キー
を押してコンディション選択モードにします。[ /+][
/-] キーでコンディションナンバー「Cx」を選び [Enter]
キーを押してコンディションナンバーを決定します。

② 次に、[ /+][ /-]キーで選んだコンディションの「設定値」
に移動し、[Enter] キーを押して設定モードにします。[
/+][ /-] キーで設定値を変更します。設定が終わったら、
[Enter] キーを押して、設定モードを終了します。

⑦ SWS.ドウサホウコウ（スワッシュ動作方向）　

スワッシュ操作の動作方向を設定します。送信機
のスティック操作方向に対してスワッシュプレー
トの動作方向が逆の場合は、極性を反転します。
[ /+] [ /-]キーを押すごとに、極性が切替わり
ます。H1 スワッシュモードでは表示されません。

⑧ SWS.（スワッシュ）レート

エルロン、エレベーター操作時のピッチ角度の変化量を設定し
ます。送信機の AFRが 100%時に、エルロン、エレベーター
それぞれのピッチ角度変化が、8～ 10°になるようにレートを
設定します。[ /+] [ /-]キーを押すごとに、レートが増減します。
H1 スワッシュモードでは表示されません。

●設定範囲：0％～ 100％　＜初期値：50％＞　

⑨ PIT.（ピッチ）レート

ピッチ角度変化量を設定します。送信機のピッチ操作をした時
に、規定のピッチ角度変化が得られるようにレートを調整しま
す。[ /+] [ /-]キーを押すごとに、レートが増減します。H1 
スワッシュモードでは表示されません。

●設定範囲：0％～ 100％　＜初期値：50％＞

Cond

Cond

 は   キー

 は  キー  は   キー
どのカーソル位置から

でも 4/5 へ

H1 スワッシュモードでは表示され
ません。

2/5 から

SWHベーシック画面　3/5
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SWHベーシック（スワッシュ基本設定） ジャイロ

⑫ STK.ドウサ AIL （エルロン 動作） 

エルロンの動作方向をジャイロに読み込みます。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「STK. ドウサ
　AIL」に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにします。
「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。次に
エルロンスティックを右方向一杯に振ります。[Enter]キー
を約 1秒間押すと、エルロンの動作方向が記憶されます。

⑩ SWS.（スワッシュ）リング　

スワッシュの動作リミット量を調整します。
エルロン、エレベーターを同時に操作した時
に、スワッシュプレートがオーバー動作とな
らない値に設定します。[ /+] [ /-]キーを押
すごとに、レートが増減します。

●設定範囲：50％～ 150％　＜初期値：130％＞

⑪ AIL（エルロン）/ ELE（エレベーター）
　　　　　　　　　ジャイロ．ドウサ（動作） 

エルロン /エレベータージャイロの動作方向
の設定を行います。エルロンの場合、機体を
右に傾けた時に、スワッシュプレートが左方
向に傾くように設定します。エレベーターは、
機体をアップ（後）方向に傾けた時に、スワッ
シュプレートがダウン（前）方向に傾くように
設定します。[ /+] [ /-]キーを押すごとに、
動作方向が切替わります。

警告
 ジャイロ動作方向に間違えがないか、よく確認
します。もし間違えているとヘリは操作不能で
墜落します。

＊ F/Fミキシング（RUDエキスパートメニュー）を有効に動作させる
ために、必ずこのエルロン動作方向とエレベーター動作方向の設定
をしてください。また、この操作は、リンケージ終了後に各舵の動
作方向を合わせた後で行ってください。

どのカーソル位置から
でも 5/5 へ

SWHベーシック画面　4/5

3/5 から

Cond
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SWHベーシック（スワッシュ基本設定）ジャイロ

3DL.SCALEF3C

L.SCALE SWHベーシック画面　5/5F3C 3D

⑬ STK.ドウサ ELE （エレベーター 動作） 

エレベーターの動作方向を、ジャイロに読み込みます。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「STK. ドウ
サ ELE」に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにしま
す。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。
次にエレベータースティックをアップ方向一杯に振ります。
[Enter]キーを約 1秒間押すと、エレベーターの動作方向が
記憶されます。F/Fミキシング（RUDエキスパートメニュー）
を有効に動作させるために、必ず設定をしてください。また、
この操作は、リンケージ終了後に各舵の動作方向を合わせ
た後で行ってください。

⑭ピッチ ハイ 

ピッチ角、最大のキャリブレーション信号を、ジャイロに
読み込みます。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「ピッチ ハイ」
に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにします。

「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。次
にスロットルスティックをプラスピッチ最大位置に動かし、
[Enter]キーを約 1秒間押すと、その時のピッチ信号が記憶
されます。

4/5 から

どのカーソル位置からでも 1/5 へ

＊ F/Fミキシング（RUDエキスパートメニュー）動作および
リンケージ補正操作を行う場合、必ずピッチ ハイ設定／
ピッチ ゼロ設定／ピッチ ロー設定を行ってください。

「セットアップスタイル」が3Dの場合、表示が [Bk]
になる
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SWHベーシック（スワッシュ基本設定） ジャイロ

⑮ピッチ ゼロ 

ピッチ角、0度のキャリブレーション信号を、ジャイロに
読み込みます。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「ピッチ ゼロ」
に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにします。「ジッ
コウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。次にスロッ
トルスティックをピッチ角 0度の位置に動かし、[Enter]キー
を約 1秒間押すと、その時のピッチ信号が記憶されます。

⑯ピッチ ロー 

ピッチ角、最少のキャリブレーション信号を、ジャイロに
読み込みます。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「ピッチ ロー」
に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにします。

「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。次に
スロットルスティックをマイナスピッチ最少位置に動かし、
[Enter]キーを約 1秒間押すと、その時のピッチ信号が記憶
されます。

⑰ローテーション・イコライザ 

本機能は、ピルエット時のローター回転面の変化を補正し、
ヘリを安定化させます。この設定は、「セットアップスタイ
ル」が F3Cの時に表示されます。3Dの時は自動設定で表
示されません。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「ローテーショ
ンイコライザ」に移動し、[Enter]キーを押して設定モード
にします。[ /+] [ /-]キーを押すごとに、機能のオン、オ
フが切替わります。設定が終わったら、[Enter]キーを押し
て、設定モードを終了します。

L.SCALEF3C
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SWHベーシック（スワッシュ基本設定）ジャイロ

⑱イコライザー .ドウサ（動作） 

フェーズ・イコライザーおよびローテーション・イコライ
ザーの補正方向を設定します。本メニューに入ると、エレ
ベーター方向にスワッシュプレートが傾きます。傾きの方
向を覚えておきます。この状態で、ヘリ本体を 90°ラダー
方向に回転させます。この時、スワッシュプレートの傾きが、
同じ方向となるように、補正方向を設定します。この設定は、
「セットアップスタイル」が F3Cの時に表示されます。3D
の時は自動設定で表示されません。

[ /+]キーまたは [ /-]キーを押すごとに、補正方向が切替
わります。フェーズ・イコライザー、ローテーション・イ
コライザーを正常に動作させるために、必ず正確に補正方
向を設定してください。

注意 : 補正方向の設定は、必ずリンケージ終了後、スワッシュの
動作方向、ジャイロの動作方向の設定が完了した後で行ってくだ
さい。補正方向は、リンケージ方向、ジャイロの動作方向で変わ
ります。

SWS ベーシック画面　1/5
メニュータイトルへ

動作方向の確認方法

スワッシュプレート

スワッシュプレートの傾き方
向が変わらないように補正方
向の設定を行う

F3C L.SCALE



58

スワッシュサーボの搭載／設定 ジャイロ

スワッシュサーボの搭載／設定

サーボ動作方向の設定方法

① 機体のスワッシュタイプに合わせて、サーボを配置します。

②（送信機側の初期設定）

送信機の設定はヘリのスワッシュタイプ
にかかわらずノーマルリンケージのス
ワッシュタイプ（H-1）に設定します。

※スワッシュミキシングはジャイロ側
で行います。

エルロン、エレベーター、ピッチのリバー
ス設定は、ノーマル側に設定します。

エルロン、エレベーター、ピッチの動作
量（ATV/AFR/EPA）を100%に設定します。

③（スワッシュプレートタイプの設定）

使用する機体のスワッシュプレートに合わせて、SWHベーシックメ
ニューの「スワッシュ タイプ」（P51）を設定します。

④（サーボタイプの設定）

SWHベーシックメニューの「サーボ タイプ」（P51）で、スワッシュ
を制御するサーボのタイプを選択します。

※使用するサーボは、デジタルサーボの使用を推奨します。

⑤（ニュートラル調整）

送信機のピッチスティックをセンター位置にします。ピッチ角 0°の
位置です。

SWHベーシックメニューの、「AIL. サーボ ニュートラル」、「ELE. サー
ボ ニュートラル」、「PIT. サーボ ニュートラル」（P52）を調整して、サー
ボホーンがリンケージロッドと直角になるようにニュートラル位置を
合わせます。

 この状態で、スワッシュプレート面がローターシャフトと直角になる
よう、リンケージロッドの長さを調整します。

H-1
Swash Type
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スワッシュサーボの搭載／設定ジャイロ

⑥（動作方向の設定）

 SWHベーシックメニューの「サーボ ドウサ」で、H3-xxスワッシュモー
ドの場合、3個のスワッシュサーボの動作方向を、[ /+]キーまたは
[ /-]キーを押すごとに順次切り替えていきます。[ /+]キーまたは [
/-]キーを押して、ピッチ方向の動作方向が合う設定値を選択します。
H3-xxスワッシュモードの場合、8種類の組み合わせがあります。そ
の中の一つを選択します。H4-xxスワッシュモードの場合は、16種類
の組み合わせがあります。同様に設定します。

ピッチ方向の動作方向が合っても、エルロン、エレベーターの動作方
向が逆となる場合があります。この時は、SWHベーシックメニュー
3/5の「SWS. ドウサホウコウ」により、極性を反転します。あるいは、
送信機のエルロン、エレベーターのリバース設定をリバースとしてく
ださい。

舵角調整

エルロン、エレベーター、ピッチの舵角調整は、SWHベーシックメ
ニューの「SWS. レート」、「PIT. レート」で規定のピッチ変化が取れる
ように調整します。（P53）
※ 送信機のエルロン、エレベーター、ピッチの舵角調整（ATV/AFR/EPA）は

100%とする。

スワッシュリングの設定

SWHベーシックメニューの「SWS. リング」で、スワッシュプレート
の最大傾き量を設定します。（P54）
※ ピッチ最大、最小時にエルロン、エレベーターを同時に最大に振った時に、
リンケージが干渉しない最大値に設定します。
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スワッシュサーボの搭載／設定 ジャイロ

リンケージ補正方法

H3-120スワッシュモードを例に、リンケージ補正方法を説明します。
※ 送信機の設定は、各舵の動作角度が最大となるフライトコンディションを選
択します。

① （ピッチキャリブレーション）

下記の方法、SWHベーシックメニューの「ピッチ ゼロ」、「ピッチ 
ロー」、「ピッチ ハイ」で、ピッチ角度を読み込みます。（P55～ 56）

● ピッチ（スロットル）スティックをセンター位置にします。[ /+][
/-]キーで、カーソルを「ピッチ ゼロ」に移動し、[Enter]キーを押
して設定モードにします。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と
表示されます。[Enter]キーを約 1秒長押します。
※ピッチゼロの位置が記憶されます。

●  ピッチ（スロットル）スティックを最少にします。[ /+][ /-]キーで、
カーソルを「ピッチ ロー」に移動し、[Enter]キーを押して設定モー
ドにします。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。
[Enter]キーを約 1秒長押します。
※最少ピッチ位置が記憶されます。

● ピッチ（スロットル）スティックを最大にします。[ /+][ /-]キーで、
カーソルを「ピッチ ハイ」に移動し、[Enter]キーを押して設定モー
ドにします。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。
[Enter]キーを約 1秒長押します。
※最大ピッチ位置が記憶されます。

② （ピッチ方向の補正）

ピッチ（スロットル）スティックを動かし、最大ピッチ時にスワッシュ
プレートが水平になっているか確認します。

もし傾きがあるようであれば、SWH.ディテールメニューの、 「PIT → 
AIL」､ 「PIT → ELE」のレートを調整し、スワッシュプレートが水平
になるように調整します。最少ピッチ時も同様に調整します。 （P99）

③ （エルロン方向の補正）

[ ピッチ（スロットル）スティックセンター時 ]

ピッチ（スロットル）スティックをこの位置で、エルロンスティックを
左右に動かします。この時、ピッチ方向への干渉およびエレベーター
方向へ干渉がないか確認します。

もし干渉があるようであれば、SWH.ディテールメニューの、 「AIL → 
PIT」のレートを調整し、干渉が最少になるように調整します。
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スワッシュサーボの搭載／設定ジャイロ

エルロンを左右両方向で調整します。（P100）

[ ピッチ（スロットル）スティック最大時 ]

ピッチ（スロットル）スティックをこの位置で、エルロンスティックを
左右に動かし、ピッチまたはエレベーター方向の干渉が最少となるよ
うに SWH.ディテールメニューの「リンケージホセイ　AIL ハイ」の
両方向のレートを調整します。（P102）
※「リンケージホセイ　AIL ハイ」を調整しても、干渉が増加する場合は、補
正方向が逆です。 画面下の「AIL ドウサ」で、補正方向を 「-」に設定します。

[ ピッチ（スロットル）スティック最少時 ]

ピッチ（スロットル）スティックをこの位置で、エルロンスティックを
左右に動かし、ピッチまたはエレベーター方向の干渉が最少となるよ
うに SWH.ディテールメニューの「リンケージホセイ　AIL ロー」の
両方向のレートを調整します。（P102）

④ （エレベーター方向の補正）

[ ピッチ（スロットル）スティックセンター時 ]

ピッチ（スロットル）スティックをこの位置で、エレベータースティッ
クを上下に動かします。この時、ピッチ方向への干渉およびエルロン
方向へ干渉がないか確認します。

もし干渉があるようであれば、SWH.ディテールメニューの、 「ELE → 
PIT」､ 「ELE → AIL」のレートを調整し、干渉が最少になるように調
整します。（P101）

エレベーター、アップダウン両方向で調整します。

[ ピッチ（スロットル）スティック最大時 ]

ピッチ（スロットル）スティックをこの位置で、エレベータースティッ
クを上下に動かし、ピッチまたはエルロン方向の干渉が最少となるよ
うに SWH.ディテールメニューの「リンケージホセイ　ELE ハイ」の
両方向のレートを調整します。（P103）
※「リンケージホセイ　ELE ハイ」を調整しても、干渉が増加する場合は、補
正方向が逆です。 画面下の「ELE ドウサ」で、補正方向を 「-」に設定します。

[ ピッチ（スロットル）スティック最少時 ]

ピッチ（スロットル）スティックをこの位置で、エレベータースティッ
クを上下に動かし、ピッチまたはエルロン方向の干渉が最少となるよ
うに SWH.ディテールメニューの「リンケージホセイ　ELE ロー」の
両方向のレートを調整します。（P103）
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フライトチューン（エルロン／エレベーター基本設定） ジャイロ

フライトチューン画面　1/3F3C 3DL.SCALE

フライトチューン（エルロン /エレベーター基本設定）フライトチューン（エルロン /エレベーター基本設定）
フライトチューンでは、ヘリのロール／ピッチ（エルロン／エレ
ベーター）軸の制御を設定します。ベーシックメニュー画面からフ
ライトチューン画面を表示します。「セットアップスタイル」がF3C 
/ L.SCALEと3Dで一部設定の内容が変わります。

①ベース（ジャイロ基本）ゲイン 

ジャイロの基本ゲインを設定します。送信機からのゲイン
セッティングを無効とした場合は、基本ゲインで動作しま
す。[ /+] [ /-]キーで調整します。

●設定範囲：0% ～ 150％　＜初期値：100％＞

② CYC.（サイクリック）レート 

サイクリック（エルロン・エレベーター）レートの設定を行
います。一秒間当たりに回転するスピードを設定します。
設定値は、送信機の AFR が 100% 時のサイクリックレート
を指します。エルロン・エレベーターが同時に変化します。
ジャイロのコンディションごとに設定可能。

[ /+] [ /-]キーで調整します。

●設定範囲：10 d/s ～ 500 d/s 
＜初期値： F3C / 3D 300 d/s　 L.SCALE 180 d/s＞

どのカーソル位置から
でも 2/3 へ

3/3 から フライトチューン画面 3/3 ハイ
ピッチゲインから

 は   キー

 は  キー  は   キー

Cond

Cond
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フライトチューン（エルロン／エレベーター基本設定）ジャイロ

④ AIL.（エルロン）セパレーション 

エルロンとエレベータージャイロのゲイン差を設定します。例
えば、6 pnt の設定の場合、エルロンゲインはエレベーターゲイ
ンより、6ポイント小さな値となります。エルロンおよびエレ
ベーターの感度チャンネルを共通で使う時に便利となります。

●設定範囲：0 pnt ～ 20 pnt 　＜初期値：6 pnt＞

⑤ Cnt.ゲイン AIL  F3C  L.SCALE 　Cnt.オーソリティ A  3D

エルロンスティックからの操作量を設定します。値を増やして
いくと、操作が敏感になります。下げるとマイルドになります。
ジャイロのコンディションごとに設定可能。

●設定範囲：0％ ～ 100％ 
＜初期値： F3C  ゲイン 32％ / L.SCALE  10％
　　　　　 3D  オーソリティー 40％＞

L.SCALE

どのカーソル位置からでも 3/3 へ

1/3 から

フライトチューン画面　2/3F3C

F3C

3D

3D

③ワーキング モード（ジャイロ動作） 

サイクリック（エルロン、エレベーター）ジャイロの動作モード
を設定します。CMT モードは送信機のジャイロ感度設定により、
AVCS、Normalモードを切替えて使用できます。 Normal モードは、
ノーマルモードのみ、AVCS モードは、AVCS モードのみの動作
となります。送信機からの感度切り替えを無効としている場合は、
ノーマルモードでエルロン、エレベーターのトリムを調整します。
トリム調整が終わってから、AVCS モードに切替えます。

●選択：CMT / Normal / AVCS　＜初期設定：CMT＞

F3C

F3C

L.SCALE

L.SCALE

L.SCALE

Cond Cond
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フライトチューン（エルロン／エレベーター基本設定） ジャイロ

⑧レスポンス・スタイル  F3C  L.SCALE

フライト・スタイル  3D

ジャイロの姿勢保持特性を設定します。値を大きくしていくと、
ヘリの姿勢をより強固に抑えます。逆に値を小さくしていくと、
ヘリの姿勢変化がスムーズになります。

●設定範囲： F3C / L.SCALE レスポンス・スタイル -50 n ～ +20 n  
                      ＜初期値： F3C +12 n / L.SCALE +10 n＞

3D フライト・スタイル 0 n ～ +100 n  ＜初期値：+50 n＞

⑦エキスポネンシャル 

サイクリック操作フィーリングの調整を行います。設定値を下
げていくと、ニュートラル付近のコントロールが鈍感になりま
す。逆に増やすとクイックになります。エルロン・エレベーター
が同時に変化します。

●設定範囲：-100％ ～ 0％ ～ +100％ 　＜初期値：-20％＞

⑥ Cnt.ゲイン ELE  F3C  L.SCALE 　Cnt.オーソリティ E 3D

エレベータースティックからの操作量を設定します。値を増や
していくと、操作が敏感になります。下げるとマイルドになり
ます。

●設定範囲：0％ ～ 100％ 
＜初期値： F3C / L.SCALE  ゲイン 36％ / 3D オーソリティ 40％＞

⑨スタビリティゲイン 

スタビリティゲインは、サイクリック軸の安定性を設定します。
エルロン、エレベーター方向に振動が発生した場合、値を下げ
ると振動が改善し、より高いジャイロ感度の設定が可能になり
ます。

●設定範囲：1 ～ 10  　＜初期値：5＞

Cond

CondCondF3C L.SCALE

CondF3C L.SCALE

3D

CondCondF3C L.SCALE 3D
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フライトチューン（エルロン／エレベーター基本設定）ジャイロ

⑫ハイピッチゲイン  F3C HP.オーソリティ  3D

ハイとローピッチ時のジャイロ感度補正を行います。ゼロピッ
チ付近の感度は変化しません。値を増やしていくと、ピッチ操
作時のヘリの姿勢保持性能が向上しますが、値が大きすぎると、
サイクリック軸に振動が発生しやすくなりますので適正値を設
定してください。

●設定範囲：0％～ 100％  
＜初期値： F3C L.SCALE ハイピッチゲイン 60％
                  3D HP.オーソリティ 0％＞

⑪ ELE.ホセイ .ロー（エレベーター補正）ローピッチ　

ピッチロー側操作に対するエレベーター方向への干渉の補正量
を設定します。ローピッチ操作時にエレベーター方向への干渉
がある場合、レートを 10% 位入れて様子を見てみます。

●設定範囲：0％～ 100％  　＜初期値：0％＞

⑩ ELE.ホセイ .ハイ（エレベーター補正）ハイピッチ　

ピッチハイ側操作に対するエレベーター方向への干渉の補正量
を設定します。ハイピッチ操作時にエレベーター方向への干渉
がある場合、レートを 10% 位入れて様子を見てみます。

●設定範囲：0％～ 100％  　＜初期値：0％＞

2/3 から

フライトチューン画面　1/3 メニュータイトルへ

フライトチューン画面　3/3F3C

F3C

F3C

3D

F3C

3D

3D

どのカーソル位
置からでも 1/3 へ

＊次のエレベーター補
正ハイピッチ /ロー
ピッチを有効に動作
させるには、必ず
SWHベーシックメ
ニューのピッチ ハイ
設定 / ピッチ ゼロ設
定 / ピッチ ロー設定
を行ってください。

L.SCALE

L.SCALE

L.SCALE

3Dの場合はピッチからエレ
ベーターへの干渉補正はハ

イロー同時に補正します。

Cond

Cond

Cond
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RUD ベーシック（ラダージャイロ基本設定） ジャイロ

RUDベーシック（ラダージャイロ基本設定）RUDベーシック（ラダージャイロ基本設定）
RUDベーシックで、ラダージャイロの基本設定をします。ベー
シックメニュー画面から RUDベーシック画面を表示します。

送信機の設定 
※ 下記送信機設定例は弊社製 GY ジャイロ用ミキシングを使用した場合の例を
示します。ご使用のシステムに合わせて読み替えてください。

① ラダージャイロミキシングを有効にする。

② ジャイロモードを GY ジャイロ用のモード "GY" を選択する。

③ ノーマルコンディションおよびホールドコンディションのジャイロ感
度を AVCS 75% に仮設定する。また、すべてのアイドルアップコンディ
ションのジャイロ感度を AVCS 50% に仮設定する。
※ ジャイロ感度設定の目安については、後記の「ジャイロ適正感度の目安」の
項目を参照してください。

④ ラダーチャンネルおよび感度設定チャンネルの舵角設定（ATV/AFR/
EPA）をそれぞれ両方向ともに 100% に設定する。

⑤ ラダーチャンネルの D/R 設定を左右共に 75% に仮設定する。
※ これにより、最大のピルエットレートを減らすことができます。

⑥ ラダーチャンネルの EXP 設定は -30%（マイルド側 30%）程度に仮設
定することをおすすめします。

※ 各項目の仮設定は後のテスト飛行により最適な値に調整してください。

警告
 サーボタイプを選択するまで、サーボを接続してはいけません。異なったサーボ
タイプのまま接続するとサーボが破損する危険性があります。

 サーボリミットポイントが正しく設定されるまで、リンケージが接続された状態
で動作させないでください。リンケージ動作範囲をこえてサーボが動作すると、
サーボやヘリが破損する危険性があります。
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RUD ベーシック（ラダージャイロ基本設定）ジャイロ

①サーボ タイプ 

使用するラダーサーボのタイプを選択します。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「サーボ タイプ」
に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにします。次に       
[ /+] [ /-]キーでタイプを選びます。「ジッコウ：Enter ヲ1ビョ
ウ オス」と表示されます。[Enter]キーを約 1秒間押すと、選
んだサーボタイプに変更され、設定モードが終了します。

●サーボタイプ
Analog / DG:1520 / DG:760　＜初期設定：DG:1520＞
DG:1520---BLS254, BLS257, S9254, S9257
DG:760-----BLS276SV, BLS251SB, BLS251, S9256, S9251

警告

 サーボタイプは必ず確認する。異なる設定は、サーボやジャイロ
が故障したりヘリが操縦不能になる危険性があります。

②ジャイロ ドウサ（動作方向） 

機首を右に振った時に、ジャイロは左に当て舵を打つように、
ジャイロの動作方向を設定します。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「ジャイロドウサ」
に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにします。次に
[ /+] [ /-]キーでジャイロの動作方向を選びます。

●選択：ノーマル /リバース　＜初期設定：ノーマル＞

どのカーソル位置か
らでも 2/2 へ

2/2 から RUDベーシック画面 2/2 ワ－
キング モードから

 は   キー

 は  キー  は   キー

RUDベーシック画面　1/2 3DF3C L.SCALE
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RUD ベーシック（ラダージャイロ基本設定） ジャイロ

④フライトモード

フライモードを設定します。Sportsモードはきめ細かなラダー操
作が可能となります。 3D モードはラダー操作が敏感となり、ピル
エットスピードも高速に設定されます。「サーボ タイプ」と同じよ
うに、「フライト モード」を [Enter]キー約 1秒押しで設定します。

●選択：Sports / 3D　＜初期設定：Sports＞

③サーボリミットポイント設定                

ラダーリンケージが干渉しない最大の舵角を左右別々に設定し
ます。[ /+] [ /-]キーで「サーボリミット」に移動し設定した
い方向に送信機のラダースティックを右または左に操作します。
▶カーソルが移動ますので、[Enter]キーを押して設定モードに
します。[ /+] [ /-]キーでリミットを設定し [Enter]キーを押
して、設定モードを終了します。反対側も同じように設定します。

●設定範囲：50％～ 150％  　＜初期値：100％＞

警告
 初めて使用する時や、リンケージを変えた時、または、機体を変
えた時は、必ずリミット設定を行ってください。

●飛行時はこの設定角以上にサーボは動作せず、リンケージを保護
します。ただし、リミット位置を狭く設定しすぎるとジャイロ動
作に影響を与える場合があります。

⑤ワーキングモード               

ジャイロの動作モードを設定します。CMT モー
ドは送信機のジャイロ感度設定により、 AVCS、
ノーマルモードを切替えて使用できます。
Normal モードは、ノーマルモードのみ、 AVCS 
モードのみの動作となります。

●選択：CMT / Normal / AVCS＜初期設定：CMT＞

3Dスタイルの場合、ラダージャイロの基本ゲインがこのページに
表示されます。

3D

1/2 から

RUDベーシック画面　1/2 メ
ニュータイトルへ

RUDベーシック画面　2/2

どのカーソル位置から
でも 1/2 へ

F3C L.SCALE
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GOV ベーシック（ガバナー基本設定）ガバナ

GOVベーシック（ガバナー基本設定）GOVベーシック（ガバナー基本設定）
ガバナーの基本機能を設定します。ベーシックメニュー画面か
ら GOVベーシック画面を表示します。

※ガバナー機能を使用する場合は、必ずこの
GOVベーシック設定を行ってください。

※スロットルのリンケージ終了後は、最初に
必ず「サーボリミットポイント設定」をし
てから、他の機能を設定してください。

ローターギヤレシオについて

● ギヤ比を正しく設定しないと、設定回転数と実際のエン
ジン回転数にズレを生じます。

● ギヤ比は機体の取扱説明書に記載されています。記載さ
れていない場合は下の方法で算出してください。

①ガバナー（機能 ON/OFF）               

ジャイロのガバナー動作モードを設定します。初期
設定は、ガバナーが動作する ACTです。ガバナー
を使用しない場合は、INH を選択します。

●選択：ACT / INH　＜初期設定：ACT＞

②ギヤ レシオ（比）設定 

メインシャフトのギヤ比を [ /+] [ /-]キーで、入力します。

●設定範囲：1.00 t ～ 50.00 t  　＜初期値：8.00 t＞

どのカーソル位置からでも 2/6 へ

6/6 から

GOVベーシック画面　1/6

GOV ベーシック画面 6/6
SBUS2 rpm スロットから

 は   キー

 は  キー  は   キー

エンジン
ピニオンギヤ

N2

ローター
メインギヤ
N1

ギヤ比＝ N1／ N2
※ 1/1,000以下を四捨五入
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GOV ベーシック（ガバナー基本設定） ガバナ

③ポールナンバー 

モーターのポール（極）数を設定します。ブラシレスモーターの
駆動信号により回転数を検出する、フェーズ・センサー信号に
対応します。使用するモーターメーカー指定の極数を入力して
ください。標準のマグネットセンサー、バックプレートセンサー
を使用する時は、2 P を選択します。回転センサー端子の入力
信号範囲は、0 V ～ 3.0 V です。この範囲を超える信号を加える
と、ジャイロ が破損する可能性があります。信号の出力範囲を
充分確認して、接続してください。

●設定範囲：2 P ～ 24 P 　＜初期値：2 P＞

④サーボ タイプ 

使用するスロットルサーボのタイプを選択します。デジタルサー
ボを使用すると、応答速度が上がり、性能が向上します。

●サーボタイプ：Analog / DG:1520　＜初期設定：Analog＞

警告
 サーボタイプは必ず確認する。異なる設定は、サーボやジャイロ
が故障したりヘリが操縦不能になる危険性があります。

注意

  高回転で回転するローターには、大きな荷重がかかり、ローターブレードの脱落、ヘッ
ドの破損等が発生する危険性があります。
ヘリ、ローターの強度限界以上の回転数設
定をしないで下さい。

1/6 から

GOVベーシック画面　2/6

どのカーソル位置から
でも 3/6 へ

送信機に設定されているガバナーのレート切り替え SWで表示が変わります。
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⑤ RPM セット（回転数設定）              

メインローター回転数を設定します。メインシャフトのギヤ比
からエンジン回転数を計算し、[ /+] [ /-]キーで回転数を設
定します。GovOffの表示はガバナー機能 OFFです。

送信機のガバナーミキシングに、回転数設定機能がある場合、
最初に、この機能で RPM セット 1-2-3の回転数表示を、送信
機の回転数表示に合わせる必要があります。

●設定範囲：Off / 700 rpm ～ 4,000 rpm  ＜初期値：1,000 rpm＞
※ 1,000 rpmより低い設定をする場合は、GOVエキスパートメニュー
の「サイショウカイテンスウ」（P109）を700 rpmに設定します。

⑥スティックスイッチ               

スティックの位置（スロットルの出力量）により、ガバナー機
能の ON/OFF を制御します。

[ 設定方法 ]ガバナーを ON にしたい位置で、スロットルス
ティックを停止します。[Enter]キーを押して設定モードにし
ます。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。
[Enter]キー約 1秒長押すと、ON 位置が記憶されます。

次の⑦項のガバナー ON/OFF スイッチ機能が INHのとき、スティッ
クスイッチ機能は常に有効となります。

スティックでガバナーをON/OFF する場合

下記の条件でガバナー機能が ON/OFFに
なります。

●スティックスイッチの ON位置以上で、なおか
つ設定回転数の 60%以上とすると→ ON

＊ P108の⑨ガバナーオンカイテンスウ（回転数）
設定を変更した場合、その設定になる。70%に
していた場合、70%以上で、ガバナー機能が ON

●スティックスイッチの ON位置以上に保つと
→ ONのまま

●スティックスイッチの ON位置以下に下げると→ OFF

●アイドルアップ時の動作
アイドルアップ時、スロットルカーブが設定されている場合、スロッ
トル出力が設定値（初期値：30%）以上の時は、スティックを一番下
に下げても、常に ON のままです。

設定回転数

100%

0%

（ガバナーONポイント）

100%

0%

（ガバナーOFFポイント）

（OFF領域）

スティックスイッチ
のON位置以下

スティックスイッチの ON位置以上

で、設定回転数の 60%の位置
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⑧バッテリー F/S（フェールセーフ）設定　              

電源電圧が、GOVエキスパートメニューで設定した "BFS.デ
ンアツ "以下となると、バッテリーフェールセーフ状態となり、
ガバナー機能は OFF となり、スロットルサーボが設定した位
置に移動します。

⑦ガバナー ON/OFF スイッチ               

ガバナー機能の ON/OFF をスイッチで行う場合に [ /+][ /-]
キーで設定します。使用しない場合は INHを選びます。

スイッチでガバナー機能を ON/OFF する場合

※予め、S.BUS ベーシック設定「ガバナー ON/OFF チャンネル」
で ON/OFF スイッチのチャンネルを選択します。

スイッチを ON側にし、下記の動作をするとガバナー機能が ON/
OFFになります。
●スティックを設定回転数の 60% 以上の位置にする→→ ON

●スティックを最スローにしても→→ ONのまま

●スイッチ OFF とすると→→ OFF

スイッチを有効にすると、スイッチの方向を設定
する（NORM/REV）項目が表示されます。スイッ
チのON/OFF方向を [ /+][ /-]キーで選びます。

バッテリー F/Sを ACTにすると、スロットルサー
ボポジションを設定する項目が表示されます。
サーボポジションの設定方法は P71の「スティッ
クスイッチ」と同じですので参考にしてください。

電源電圧が、BFS.デンアツの設定電圧以下を約 3秒継続すると、ジャ
イロの Gx（ジャイロ）の LEDが赤点灯になります。GOVベーシッ
クでバッテリー F/Sを ACTに設定していた場合、バッテリー F/Sで
設定したスロットル位置にサーボが固定されます。
スロットルスティックを最スロー位置にすると、バッテリー F/S機能
が一旦解除されますが、30秒経過後、再度バッテリー F/S機能が働き、
サーボが固定されます。バッテリー F/S動作になった時は、速やかに
ヘリを着陸、停止させ、バッテリーの充電を行ってください。

スイッチで 
ON/OFF 可能

設定すると！マーク
が表示される
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⑩リミットポイントテスト  

設定したリミットポイントのチェックを行います。

[ テスト方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「アイドル」ま
たは「ハイ」に移動し、[Enter]キーを押すと、、サーボが設定
したポイントに移動し、「END」の表示になります。

サーボリミットポイントの設定方法

送信機のスロットルスティックをアイドル位置にします。       
[ /+] [ /-]キーで「リミットセット アイドル セッテイ」を選
択し、[Enter]キーを押して設定モードにします。「ジッコウ：
Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されます。[Enter]キー約 1秒長
押します。アイドルのリミットが設定され、カーソルが「リミッ
トセット ハイ セッテイ」 に移動します。スティックをフルハ
イの位置にし、「リミットセットアイドル」同じように設定し
ます。設定データが正常でない場合（サーボ動作量が 50%以下）
は 表示となります。この場合、送信機設定を確認し、
再度上記のセットを実行してください。

警告

  初めて使用する時、リンケージを変えた時、また、機体を変えた時は、必ずリミットセットを行ってください。

⑨リミットセット（サーボリミットポイント設定）              

スロットルサーボの動作範囲を設定します。ガバ
ナー動作の基本となりますので、他のセッティン
グを行う前に設定してください。スロットルリン
ケージを変更した時も必ず再設定してください。

2/6 から

GOVベーシック画面　3/6

どのカーソル位置から
でも 4/6 へ

3/6 から

GOVベーシック画面　4/6

どのカーソル位置からでも 5/6 へ

3DF3C L.SCALE
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⑪レスポンス F3C 　センサータイプ 3D     

ガバナーの制御レスポンスを選択します。ガバナーの制御スピー
ドとエンジン ( モーター )の加減速のスピードが一致した時が
最もガバナー制御性能が出せます。搭載するエンジン ( モーター 
) により選択します。3Dは、回転センサーのタイプを選択します。

●選択 F3C：ミドル→グローエンジン 、モデラート→ガソリンエン
ジン 、クイック→ブラシレスモーター、 サイレント→モーターの回転
を直接ピックアップする回転センサー ＜初期設定：ミドル＞
● 3D：Nitro→ BPS-1 使用の場合：エンジンのバックプレートに
マグネットを搭載 、1:1 Mag →マグネットをメインローターに取
付けた場合、HPoleEP→ 8 ポール以上のブラシレスモーター使用、
LPoleEP→ 6 ポールのブラシレスモーター使用＜初期設定：Nitro＞

⑭ローリミットアイドルアップ             

ガバナー動作時、アイドルアップ回転時にスロットルの絞込み
過ぎを抑えるための、リミット設定します。[ /+] [ /-]キー
で設定します。ジャイロのコンディションごとに設定可能。

●設定範囲：10% ~ 80% 　＜初期値： 45% ＞

⑬ローリミットホバリング             

ガバナー動作時、ホバリング回転時にスロットルの絞込み過ぎ
を抑えるための、リミットを設定します。[ /+] [ /-]キーで
設定します。ジャイロのコンディションごとに設定可能。

●設定範囲：0% ~ 80% 　＜初期値： 25% ＞

⑫ガ バ ナ ー ゲ イ ン               

ガバナー動作感度を設定します。⑪の「制御レスポンス」を変
更すると、この感度はそれぞれの初期値に設定されます。エン
ジン回転数にハンチングが発生しないように、[ /+] [ /-]キー
で感度調整します。ジャイロのコンディションごとに設定可能。

●設定範囲：1% ~ 100% 
＜初期値：ミドル =40%,モデラート =30%, クイック =60%,サイレント =10% ＞

3DF3C

Cond

3DCond CondF3C L.SCALE

3DCond CondF3C L.SCALE



75
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⑮カイテンスウセンサー（回転センサーテスト）  

回転センサーのレベルチェックを行います。
キー操作は必要ありません。この GOVベー
シック 5/6の画面を表示すると、テスト表示し
ます。エンジンを回転させレベルを確認しま
す。左側の数字は、現在のレベル、右側の数
字は、最大レベルを表します。最大レベルが 
60% 以上であれば、センサーは正常です。

エンジンを回転させる場合は、プラグヒート
は行わず手で、回転させてください。

また、バックプレートセンサーを使用する場
合、バックプレートセンサーの信号レベルは、
回転数により変動します（3,000 rpm 以上が検
出可能回転数です ）。テスト方法は、プラグを
ヒートさせず、スターターを使用してチェッ
クします。

● SBUS2 rpm
テレメトリーを使用し、ガバナーセンサーが読み
取った回転数を、送信機のモニター上で確認できま
す。確認できるようにするため、送信機でテレメト
リーの回転センサー（SBS-01RM）を設定し、ギア比
を 1.00に設定します。送信機が FASSTest 12 CHシ
ステムの場合は使用できません。

⑯ SBUS2 rpm アウト（回転数送信機表示 ON/OFF） 　              

テレメトリーで回転数を表示させる場合は ACTに設定します。

●選択：ACT / INH　＜初期設定：INH＞

⑰ SBUS2 rpm スロット （センサースロット設定）　            

送信機側に登録したテレメトリー回転センサーのスロットナ
ンバーを設定します。

他のテレメトリーセンサーとスロットナンバーが同じにならないよう
に設定します。

5/6 から

GOVベーシック画面　6/6

GOV ベーシック画面　1/6 メニュータイトルへ

6/6 へ

4/6 から

GOVベーシック画面　5/6

どのカーソル位置から
でも 5/6 へ

どのカーソル位置から
でも 1/6 へ
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ガバナーの設定 ガバナ

ガバナ－の設定と操作ガバナ－の設定と操作

ガバナーの設定設定

  電源を ONしたときに、ガバナースイッチがON状態になっている場合、
ガバナーはONにはなりません。

  一度 ON状態を解除すると、ガバナーは動作可能状態となります。エ
ンジン始動時は必ずガバナーをOFF 状態にしてください。

ガバナー回転数を送信機側から切り替えて使用することがで
きます。

ガバナー専用ミキシングを使用する方法

（ガバナー専用ミキシング付送信機）

回転数設定方法は「スロットルサーボの取り付け」（P29)の項目をご
覧ください。

※ S.BUS ベーシック設定の回転数設定チャンネル（RPM）を送信機
の回転数設定チャンネルに合わせます。

※ コンディション毎またはスイッチのポジション毎に回転数設定が可
能です。

空きのスイッチチャンネルを使用する方法

※ S.BUS ベーシック設定の回転数設定チャンネル（RPM）を送信機の
スイッチチャンネルに設定します。

 ※ 3 ポジションスイッチを使用すると 3 ポイントの回転数設定が可能。

［回転数の設定］

※ 3 ポジションスイッチを使用した場合の設定例

① ガバナー・ベーシック設定の回転数設定画面の状態で、送信機のスイッ
チを切り替えた場合に、設定画面が RPMセット :1 → 2 → 3と切替
わることを確認します。（2 ポジションスイッチの場合は RPMセッ
ト :1 → 3 と切り替わります。）

② 各ポジションで、希望の回転数となるように、GPB-1の [ /+][ /-]キー
を使用して調整します。
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［参考］

● ポジション 1 およびポジション 3 の設定回転数は、送信機側のエンド
ポイント （ATV/AFR/EPA）機能によってもある程度の回転数変更が可
能です。 この場合の変化量は、ポイント 1、ポイント 3 の設定回転
数と、ポイント 2 の設定回転数の差に比例します。例えば、ポイント 
1 を 1,300 rpm、ポイント 2 を 1,500 rpm に設定した場合、送信機の 
ATV/AFR/EPA を 20 ～ 100% に変化した場合、ポイント 1 の回転数は 
1,460 ～ 1,300 rpm と変化します。ポイント 2 の設定回転数は、送信
機側の ATV/AFR/EPA を変化させても、ほとんど変化しません。

※回転数はポイント 1、ポイント 2、ポイント 3 を結ぶ線上でリニア
に変化します。

回
転
数

回転数設定チャンネル
動作巾

ニュートラル

ポジション1

ポジション2

ポジション3
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ガバナーの操作

ガバナー動作について

このジャイロのガバナー機能は、ローター回転数が 700 rpm ～ 4,000 
rpm の範囲でガバナー動作が可能です。ただし、エンジンが設定した
回転数を回しきれることが必要です。

なお、ガバナーが OFF 状態の時は、スロットルサーボは送信機のスロッ
トルスティックにより直接操作されます。

※ ガバナー動作＝設定した回転数に安定させる動作

ガバナー ON の条件
ガバナー動作を安全に行うため、以下の条件を全て満たした場合にガ
バナー機能が有効となります。

● 電源 ON 時にガバナースイッチ機能が OFF となっていること。

● ON/OFF スイッチを使用している場合、ON 位置となっていること。

● 設定回転数が OFF では無いこと。

● エンジン回転数が設定回転数の 60% を超えた時。

● 回転センサーが正常に動作していること。

設定回転数からのズレについて

次のような動作は異常ではありません。

● 設定回転数より上昇する場合

 垂直に近い降下を行った時、設定回転数より上昇する場合があります。

●  スロットル操作の速さと ON/OFF ポイントについて

 スロットル操作が設定回転数の 60% を越えて、ローター回転数が
設定値まで上昇する場合、操作の速さによって、ON/OFF ポイント
が違うように感じる場合があります。これは、切り替え動作をスムー
ズにするためのディレー動作が働くためで、ON/OFF ポイントがズ
レているわけではありません。

● 設定回転数に対するズレ

 このジャイロは設定回転数に対して、± 1% 以内の精度で回転を安
定化させます。したがって、例えば 1,500 rpm に設定した場合は± 
15 rpm 程度のズレが発生しますが、実用上問題はありません。
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エルロン／エレベーターの初期設定エルロン／エレベーターの初期設定
下記の方法でエルロン、エレベータージャイロの初期設定を行
います。

ジャイロミキシング機能を持った送信機の場合

（32MZ,18MZ,18SZ,16SZ,14MZ,14SG,FX-22,12Z,12FG,12K,10J など）
※この設定は送信機がエルロン、エレベータージャイロミキシング対応バージョン
の場合を示します。

①（送信機側のジャイロミキシングを有効にする）

 送信機のエルロンジャイロ、エレベータージャイロのファンクションを設
定します。

 エルロンジャイロ、エレベータージャイロのミキシングを ACTにします。

②（ジャイロ側チャンネル設定）

 S.BUSベーシックメニューの「AIL ゲイン チャンネル」と「ELE ゲイン チャ
ンネル」を送信機のチャンネルに合わせます。

③（感度の初期設定）

※ 32MZ,18MZ,18SZ,16SZ,14MZ,14SG,FX-22,12Z,12FG,12K,10Jなどの場合、ジャ
イロ動作モードをスイッチにより切替えができます。片方を、AVCS、もう一方
を Normalモードに設定し、スイッチで切替えられるように設定しておきます。

 エルロン、エレベータージャイロのゲインを、AVCS、ノーマル側それ
ぞれ、50%に設定します。スイッチをノーマルモード側にします。
※ジャイロ感度設定の目安については、後記の「ジャイロ感度の設定」の項目を参
照してください。

④（ジャイロ動作方向の設定）

 ヘリを右に傾けた時、スワッシュプレートが左に傾くように、「AIL. ジャ
イロ . ドウサ」で、前方に傾けた時、スワッシュプレートがアップ（後方）
に動くように「ELE. ジャイロ . ドウサ」で動作方向を設定します。

※設定を間違えると、非常に危険な状態となります。

 以上の設定状態で、後記の「エルロン、エレベータージャイロの飛行調整」
を行ってください。
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ジャイロミキシング機能を持たない送信機の場合（T10CG等）
①（送信機側チャンネル設定）

 送信機の空きチャンネルに、エルロンジャイロとエレベータージャイロ
の感度設定チャンネルを設定します。例えば、CH7にエルロンゲイン、
CH8にエレベーターゲインを設定し、同じスイッチでコントロールする
ように設定します。

※スイッチの切り替えで、ノーマルモードと AVCSモードに切替えられるように
します。

②（ジャイロ側チャンネル設定）

 S.BUSベーシックメニューの「AIL ゲイン チャンネル」と「ELE ゲイン チャ
ンネル」を送信機のチャンネルに合わせます。

③（感度の初期設定）

 GPB-1を接続します。送信機の EPAレートを調整して、エルロン、エ
レベータージャイロのゲインを、AVCS、ノーマル側それぞれ、GPB-1
の画面上で 50%になるように設定します。動作モードをノーマルモー
ドにします。

※ジャイロ感度設定の目安については、後記の「ジャイロ感度の設定」の項目を参
照してください。

④（ジャイロ動作方向の設定）

 ヘリを右に傾けた時、スワッシュプレートが左に傾くように、「AIL. ジャ
イロ . ドウサ」で、前方に傾けた時、スワッシュプレートがアップ（後方）
に動くように「ELE. ジャイロ . ドウサ」で動作方向を設定します。

※設定を間違えると、非常に危険な状態となります。

 以上の設定状態で、後記の「エルロン、エレベータージャイロの飛行調整」
を行ってください。
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送信機に感度設定用の空きチャンネルが無い場合

① S.BUSベーシックメニューの「AILゲイン チャンネル」と「ELEゲイン チャ
ンネル」を INHに設定します。

②フライトチューンメニューの「ワーキングモード」（ジャイロ動作モード）
を Normalに設定します。

③（感度の初期設定）

 フライトチューンメニューの「ベースゲイン」（ジャイロ基本ゲイン）を
50%に設定します。
※ジャイロ感度設定の目安については、後記の「ジャイロ感度の設定」の項目を参
照してください。

④（ジャイロ動作方向の設定）

 ヘリを右に傾けた時、スワッシュプレートが左に傾くように、「AIL. ジャ
イロ . ドウサ」で、前方に傾けた時、スワッシュプレートがアップ（後方）
に動くように「ELE. ジャイロ . ドウサ」で動作方向を設定します。

※設定を間違えると、非常に危険な状態となります。

 以上の設定状態で、後記の「エルロン、エレベータージャイロの飛行調整」
を行ってください。

サイクリック・アングル（エルロン、エレベーターのピッチ角度
変化）の初期設定方法

このジャイロの性能を引き出すためには、サイクリック・アングルの設
定が重要になります。以下の方法で設定を行ってください。

① 送信機のエルロン、エレベーターの ATV, AFR, DR, EPA などの舵角調整
を 100% に設定します。エルロン、エレベータースティックを、フルに
振った時に、サーボモニターの表示が 100% になることを確認します。
ピッチ信号は、ニュートラル（ゼロピッチ）になるよう、ピッチレート
をゼロにしておきます。

② 受信機の電源をオンします。ジャイロ が起動し初期化が終了すると、
サーボは、ゼロピッチ位置に動きます。この状態で、サーボホーンが水
平位置になるように、サーボのニュートラル調整を、 ジャイロの SWH
ベーシックメニューの 各 AIL./ELE./PIT. サーボニュートラルで調整しま
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す。送信機のサブトリムでは調整できません。同時に、スワッシュプレー
トが水平になるように、リンケージロッドの長さを調整します。また、
メインローターのピッチ角度が、0 度になるように調整します。

③ メインローターにピッチゲージを装着し、エルロン、エレベータース
ティックをフルに振った時の、エルロンエレベーターのサイクリック・
アングルが、9°～ 10°になるように、SWHベーシックメニューの
SWS.レートと PIT.レートで調整します。エルロン、エレベーターは同
じ角度になるように調整します。この角度がずれると、ピルエットの安
定性に影響を与えます。スワッシュ ･ レートは、50% ～ 70% の範囲に
なっていることを確認してください。

［ヒント］

 スワッシュ・アングルの調整の目的は、ヘリのロール、フリップレート
とジャイロの制御レートを制御範囲内に収めることです。例えば、ジャ
イロが、360°毎秒のロールレート指令を出した時、ヘリも 360°毎秒
のロールが出来るピッチ変化が必要になります。サイクリック・アング
ルの設定が小さいと、ヘリはこのロールレートに到達できなくなり、ジャ
イロ制御が不安定になってしまいます。停止時のロール ( フリップ ) レー
トは、巡航時のロール ( フリップ ) レートより遅くなりますが、双方を
一定に保つように制御します。ジャイロは停止時のほうが、巡航時より
大きな舵を打ちます。

ジャイロ適正感度の目安

最適な感度は、ハンチング（反復運動）を開始する寸前の位置で
す。実際の飛行で調整します。

ヘリサイズ
ジャイロ感度の目安

AIL/ELE ジャイロ RUDジャイロ
450～ 550 30～ 50% 30～ 50%
600～ 700 70～ 90% 60～ 90%
750以上 80～ 100% 80～ 100%

※小型ヘリの場合、一般にジャイロの最適感度は低めのセッティングになります。
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警告
 飛行前に必ず、エルロン、エレベーター、ピッチ、ラダーサーボの動作方向およ
びエルロン、エレベーター、ラダージャイロの動作方向が正しいことを確認して
ください。

警告

  離陸の際、スワッシュプレートが水平となっていることを確認してから、メインローターの回転を上げてください。地上にヘリが接地している時は、ジャイロ動
作が不安定となります。メインローターが地上で回転している時も、ヘリから目
を離さないでください。

飛行前のチェックリスト

送受信機のバッテリーがフル充電されているか？

ジャイロテープに破れやはがれはないか？

送受信機の電源を ONにしてジャイロを初期化する。

サーボタイプの設定が使用しているサーボ に合っているか？（ラダー
／スワッシュ）

サーボのホーンがニュートラルでプッシュロッドと直角になっている
か？（ラダー／スワッシュ）

各舵を最大に操作してもサーボ動作に突き当たりがないか？（ラダー／
スワッシュ）

ジャイロが正しいモード（AVCSまたはノーマル）で動作しているか？ 
（ラダー／エルロン／エレベーター）

各舵の操作とテールローター／スワッシュプレートの動作が合っている
か？

機体を回転させた場合、正しい方向に補正動作しているか？

すべてのフライトコンディションで、ジャイロ感度が正しく設定されて
いるか？また、正しいモード（AVCSまたはノーマル）で動作している
か？

フライト調整
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※電源スイッチを使わないで電源供給をするシステム（スイッチを持た
ない ESC やレギュレーター等でコネクターピンの接続で電源のオ
ン、オフを行うシステム）の場合、コネクター接続時に電源の瞬断
が発生し、ジャイロの初期化が正常に終了しない場合があるため、
オン、オフ機能付き ESC やレギュレーターの使用を推奨します。 
飛行前には、必ずジャイロの動作方向が正常であるかを確認してく
ださい。

ノーマルモード使用時の操作
① AVCSモード使用時は、トリムをジャイロが自動的にとりますが、ノー
マルモードを使用する場合は、トリムは全て自分で調整します。

② 飛行中にスイッチでノーマルモードと AVCSモード間を切り替えて使用
する場合で、トリムを操作した場合は、そのトリム位置を再度読み込む
必要があります。新しいトリム位置を読み込む場合、感度切り替えスイッ
チを 1秒以内の間隔でノーマル→ AVCS→ノーマル→ AVCSに切り替
えます。

※サーボがセンターに移動し、新しいトリム位置が記憶されたことを示します。

エルロン、エレベータージャイロの飛行調整

ジャイロをノーマルモードに設定して、最初にヘリのエルロン、
エレベーター方向のニュートラルを調整します。以下、その手順
を説明します。
※ 前記の「エルロン／エレベーターの初期設定」の項目で、ジャイロの初期設定
を行った状態で、以下の調整を行います。

① ヘリをゆっくりと浮かせ、ホバリングを行います。エルロンとエレベー
ターのニュートラルトリムを調整します。

② トリムの調整が終えたら、ヘリを着陸させた後、感度切替えスイッチを、
1 秒以内の間隔でノーマル→ AVCS →ノーマル→ AVCS に切り替え、最
後に AVCS 側に固定します。
※ この操作で、エルロン、エレベーターのニュートラルデータが、ジャイロに記
憶されます。

※ 感度設定用の空きチャンネルが無い送信機の場合、トリム要請を終えたら、ヘ
リを着陸させ、エンジンを停止します。フライト・チューニングメニューの ジャ
イロ動作モード をそれぞれ AVCS に設定します。ジャイロ の電源を切り、再度
電源をオンします。ニュートラルデータが、ジャイロ  に記憶されます。
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ラダージャイロの飛行調整

ラダーニュートラルの読込み

①切替スイッチが AVCSモードの状態で、送信機、受信機の順に電源を
ONにする。
※これにより、ジャイロが初期化されると同時に、AVCSモード時の基準データ（ラ
ダーのニュートラル）が読み込まれます。

感度調整

①感度の調整は、テールがハンチングする寸前まで上げます。各フライト
コンディションについて調整する。

※ また、このジャイロは非常に高速応答をするため、ハンチングが出にくくなっ
ています。感度調整は、ピルエットやストールターンの止まり具合等で、ラダー
の抑えを見ながら調整を行ってください。

※ アイドルアップのフライトコンディションでは、通常、高いローター回転数を
使用するため、感度は低めとなるでしょう。 また、ホールドコンディションで
はローター回転数が低いため、他のコンディションより感度が高くなります。

※ テールローターギヤレシオ、テールローターピッチ動作範囲およびローターブ
レード長等がテールローターの性能に大きく影響を与えます。感度の数値自体
は条件により異なるため、最終的には実際の動作で調整します。

ピルエットスピード

①ヘリのピルエットレートは、ラダーコントロール量に従い完全にコント
ロールされます。ラダー操作量は送信機の AFR、DR、EPA（ATV）機
能等で調整できます。

※ ラダー操作量 100%の時、ラダーベーシックのフライトモードが Sportsモードで
は、約 450°/sec 、3Dモードでは、720°/secに設定されています。また Sportsモー
ドでは、ホバリングと上空飛行のピルエットスピードが自動的に変化する（ジャイ
ロ感度が低くなるほどピルエットスピードが速くなる）ように設定されています。

※ ジャイロセンサーのダイナミックレンジ（制御可能範囲）は、最大約±1,000°/sec 
に調整されています。従ってこのダイナミックレンジを越えるラダー操作量を入
れると、ジャイロは制御範囲を超えて、テールローターはフルピッチ状態となり、
超高速のピルエット動作になります。特に 3D モードはピルエットスピードが高速
に設定されているため注意が必要です。

※ 高速のピルエットレートを使用する場合、バッテリーや燃料タンクがしっかり固
定されていることを確認してください。また、テールローターの駆動系がその設
定に対応している必要があります。

ここまでで基本的な調整は終わりです。
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エキスパートメニュー F3C/L.SCALEエキスパートメニュー F3C/L.SCALE
各ジャイロやガバナーの詳細設定をするメニューです。必要
に応じて設定します。「セットアップスタイル」がF3Cと3Dでメ
ニューが変わります。

エルロンエキスパート

エレベーターエキスパート

[ /+] キー長押しホーム画面

スワッシュディテール

ラダーエキスパート
ガバナーエキスパート

エキスパートメニュー画面

[Esc/Page] キー長押し
または、

[Enter] キーを押す [Esc/Page] キー
長押し

[Enter] キーを押して各メニュー画面を表示、各
メニュー画面のタイトルにカーソルがある時
[Enter] キーを押すとエキスパートメニュー画面
に戻る

[ /+] または [ /-] キー
を押してカーソル移動

F3C

L.SCALE

F3C

L.SCALE

F3C

L.SCALE
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RUD.エキスパート（ラダージャイロ詳細設定）RUD.エキスパート（ラダージャイロ詳細設定）
ラダー（ヨー軸）ジャイロの詳細機能の設定を必要に応じて行
います。エキスパートメニュー画面から RUD.エキスパート画面
を表示します。

① RUD.（ラダーサーボ）ニュートラル調整　

ラダーサーボのニュートラル位置を調整します。ニュートラル
位置で、サーボホーンが直角でない場合に使用します。

[設定方法] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「RUD.ニュートラル」
に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにします。

次に [ /+] [ /-]キーでニュートラル位置を調整します。調整
が終わったら、[Enter]キーを押して、設定モードを終了します。

●設定範囲：-240 ~ 0 ~ +240 　＜初期値： +0 ＞

②ジャイロ .ゲイン（基本ゲイン）　

ラダージャイロの基本ゲインを AVCSと NORMALで個別に調
整します。送信機側のラダージャイロ動作ゲインが、100% で
も感度が足りないような場合に使用します。[ /+] [ /-]キー
で感度を調整します。

●設定範囲：50%~150%  　＜初期値： 100% ＞

どのカーソル位置からでも 2/5 へ

5/5 から RUD. エキスパート 5/5　
から  は   キー

 は  キー  は   キー

F3C L.SCALE

RUD. エキスパート画面　1/5 3DF3C L.SCALE
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④ディレーモード 　

ラダーディレーの動作モードを設定します。ファンクション 
モードは、ラダー操作が重厚な感じの動作となります。コンス
タント モードは、ラダー操作に対して比例したクイックな動作
となります。好みのフライトスタイルで選択してください。

●選択：ファンクション / コンスタント＜初期設定：ファンクション＞

③ EXP.（エクスポネンシャル ）　AVCS/NORM                

ラダー操作フィーリングの調整を行います。レートを下げてい
くと、ニュートラル付近のラダー操作が鈍感になります。逆に
増やすとクイックになります。AVCS モードとノーマルモード
を独立に調整できます。

●設定範囲：-100% ~ +100% 
ラダーベーシックのフライトモード

＜初期値：-60% (Sports-AVCS), -40% (Sports-Normal), 
                  -20% (3D-AVCS),  -20% (3D-Normal)＞

1/5 から

どのカーソル位置から
でも 3/5 へ

RUD. エキスパート画面　2/5 3DF3C L.SCALE

F3C L.SCALE
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⑥コントロールディレーアウト　          

ラダー操作の左右方向からニュートラル方向に戻す時の、ディ
レー調整を行います。左右独立に調整できます。設定方法は「コ
ントロールディレーイン」と同じです。

●設定範囲：0 n~20 n 
＜初期値： F3C:RUDベーシックのフライトモード Sports=10 n, 3D=12 n 
                  3D:12 n＞

⑦ストップディレー 

テールの停止動作のディレーを調整します。テールの停止動作
時に跳ね返りが大きい時は、値を増やすと軽減できます。また、
停止位置が流れるような場合は、値を減らします。

●設定範囲：100%~400% 　＜初期値：120% ＞

⑤コントロールディレーイン　             

ラダー操作のニュートラル方向から左右に振った時の、ディレー
調整を行います。左右独立に調整できます。値を増やすとラダー
操作はマイルドに、減らすとクイックな動作となります。[ /+]
[ /-]キーで「コントロールディレーイン」に移動し設定したい
方向に送信機のラダースティックを右または左に操作します。▶
カーソルが移動ますので、[Enter]キーを押して設定モードにし
ます。[ /+] [ /-]キーでディレー量を設定し [Enter]キーを押
して、設定モードを終了します。反対側も同じように設定します。

●設定範囲：0 n~20 n 
＜初期値： F3C:RUDベーシックのフライトモード Sports=12 n, 3D=15 n
                  3D:15 n ＞

2/5 から

どのカーソル位置からでも 4/5 へ

RUD. エキスパート画面　3/5 3DF3C L.SCALE

F3C L.SCALE
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⑫ゲイントラッキング 

左方向、右方向ピルエット時のジャイロのホールド感を調整し
ます。左右ピルエット時にホールド感に差を感じた場合、値を
増減させてみて、最良点に合わせます。

●設定範囲：-20% ~ 0％ ~ +20%  　＜初期値：+0% ＞

⑧ピルエットスピード               

AVCS モード時のラダー操作に対するピルエットスピードを調
整します。初期値は、送信機のラダー操作量が 100% 時、F3C 
モードは 450°/sec、3D モードは、720°/secに設定されています。

●設定範囲：100 d~999 d
＜初期値：ラダーベーシックのフライトモード Sports=450 d, 3D=720 d ＞

⑩ CG.Dly Dec（ゲインチェンジダウンディレー）　

ジャイロゲインを減少する時の、ゲイン変化速度の調整を行いま
す。ホバリングからアイドルアップに移動する時に、テールにハ
ンチングが発生する場合、値を減らすと軽減できます。

●設定範囲：1 Fr~50 Fr 　＜初期値：3 Fr ＞

⑪ RUD.（ラダー）ヒステリシス 

ラダー操作のニュートラル付近の不感帯幅を調整します

●設定範囲：0 μS ~ 50 μS  　＜初期値：9.0 μS ＞

⑨ CG.Dly Inc（ゲインチェンジアップディレー）　

ジャイロゲインを増加する時の、ゲイン変化速度の調整を行いま
す。アイドルアップからホバリングに移動する時に、テールにハ
ンチングが発生する場合、値を増やすと軽減できます。

●設定範囲：1 Fr~50 Fr 　＜初期値：12 Fr ＞

F3C L.SCALE

F3C L.SCALE

F3C L.SCALE

F3C L.SCALE
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RUD. エキスパート（ラダージャイロ詳細設定）ジャイロ

⑭ F/F.レート（ ミキシングレート） アップ /ダウン  

F/F ミキシング量の調整を行います。ピッチゼロ
を中心に上（アップ）、下（ダウン）ピッチに対して
ミキシング量が独立に設定できます。

●設定範囲：-100%~0％ ~+100%  ＜初期値：+0% ＞

⑮ ACC.ゲイン（F/F ミキシングアクセレーションゲイン）

F/F ミキシングのアクセレーション（加速度）量を調整します。
ピッチが変化した時のみミキシング動作をします。

●設定範囲：0 ~ 200%  　＜初期値：0% ＞

⑯ニュートラルホセイ（補正） 

ピルエットの停止時にラダーニュートラル位置を読み出し、
テールの停止動作を改善する機能です。ON 時はこの機能が有
効となり、OFF 時は無効となります。本機能を有効とするには、
約 1 秒間ヘリをホバリングさせ、ラダーのニュートラル位置を
記憶する必要があります。

●選択：ON / OFF　＜初期値：ON＞

⑬ F/F. ミキシング 　              

F/F (Feed Forward) ミキシングを有効にします。
ピッチ操作による反動トルク変化に対して、ラダー
に事前に予測信号を送る事により、テール制御性
能が向上します。ピッチ→ラダーミキシング動作。

●選択：アクティブ / OFF　＜初期設定：OFF＞

RUD. エキスパート画面　4/5 3D

3/5 から

どのカーソル位置から
でも 5/5 へ

F3C L.SCALE

F3C L.SCALE

F3C L.SCALE
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RUD. エキスパート（ラダージャイロ詳細設定） ジャイロ

3D

⑱テールレスポンス  　

ヘリのテールレスポンスとジャイロ制御のマッチングを取りま
す。1 が最速のレスポンスとなります。一般的に、テールのレ
スポンスが遅いヘリや動作スピードの遅いサーボの場合、テー
ルレスポンス設定を遅めに設定すると、ジャイロ感度を上げら
れ、制御性能が向上します。また、レスポンス設定を遅めにし
ていくと、サーボの消費電力が低減します。ただし、レスポン
ス設定が遅すぎると、ヘリの高速な操作に動作が追いつかない
状態になります。

●設定範囲：1~5 　＜初期値： 1＞

⑲リセット 　

ラダージャイロ設定のリセットを行います。実行後は出荷時の
初期値に戻ります。

[ /+] [ /-]キーで「リセット　RUD.Gyr」を選び、[Enter]キーを
押してリセットモードにします。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ 
オス」と表示されますので、リセットを実行する場合は [Enter]
キー約 1秒長押しします。リセットをしない場合は [Enter]キー
か [Esc/Page]キーを押すと、リセットモードが終了します。

⑰ Yaw.（ヨー）スムーサー 

ラダーコントロールフィーリングの選択を行
います。OFF 時は、ラダー制御のレスポンス
が増加します。好みにより選択してください。

●選択：ON / OFF　＜初期設定：ON＞

4/5 から

RUD. エキスパート画面　5/5

どのカーソル位置から
でも 1/5 へ

F3C

RUD. エキスパート画面　1/5 メニュータイトルへ

F3C L.SCALE
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AIL. エキスパート F3C ／ L.SCALE（エルロンジャイロ詳細）ジャイロ

AIL.エキスパート F3C/L.SCALE（エルロンジャイロ詳細）AIL.エキスパート F3C/L.SCALE（エルロンジャイロ詳細）
エルロン（ロール軸）ジャイロ機能の詳細設定を必要に応じて行
います。エキスパートメニュー画面から AIL.エキスパート画面を
表示します。

現在のコンディションナンバーを表示します。
C1の表示がある項目は、コンディション毎に設定ができ
ます。
コンディションを変えると、そのコンディションの設定
値に変わります。
① [ /+][ /-] キーで、カーソルを「C1」に移動し、[Enter]
キーを押してコンディション選択モードにします。[
/+][ /-] キーでコンディションナンバー「Cx」を選び
[Enter] キーを押してコンディションナンバーを決定し
ます。

② 次に、[ /+][ /-] キーで選んだコンディションの「設
定値」に移動し、[Enter] キーを押して設定モードにし
ます。[ /+][ /-] キーで設定値を変更します。設定
が終わったら、[Enter] キーを押して、設定モードを終
了します。

① I .ゲイン（アイ・ゲイン）

PID 制御の I. ゲイン（積分感度）を調整します。値を増やす
と保持力が増加しますが、ハンチングが発生する場合があ
ります。この場合、送信機側でエルロンジャイロ動作ゲイ
ンを下げて、動作を確認してください。ジャイロのコンディ
ションごとに設定可能。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「I. ゲイン」
に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにします。次に
[ /+] [ /-]キーで感度を調整します。調整が終わったら、
[Enter]キーを押して、設定モードを終了します。

●設定範囲：0% ~ 200% ＜初期値： F3C  80% /  L.SCALE 100%＞

どのカーソル位置からでも
2/2 へ

2/2 から

AIL. エキスパート画面　1/2

AIL. エキスパート 2/2
　リセットから

 は   キー

 は  キー  は   キー

Cond
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AIL. エキスパート F3C ／ L.SCALE（エルロンジャイロ詳細） ジャイロ

② D.ゲイン（ディー・ゲイン） 

D ゲイン（微分感度）を調整します。値を増やすと、停止動作が
クイックになります。ロール、フリップの停止動作時などに振
動が発生する場合は、値を下げてください。[ /+] [ /-]キーで
感度を調整します。ジャイロのコンディションごとに設定可能。

●設定範囲：0% ~ 250%   　＜初期値： 0% ＞

④フカンタイ（ 不感帯） /デッドバンド

スティック操作の不感帯を設定します。ニュートラル操作が敏
感な場合、値を増やすと鈍感になります。また、逆の場合は、
値を減らしてきます

●設定範囲：0~25 　＜初期値： 4.0 ＞

③ヘッドレスポンス       

ヘリのヘッドレスポンスとジャイロ制御のマッチングを取りま
す。1 が最速のレスポンスとなります。一般的に、ヘッドのレ
スポンスが遅いヘリや動作スピードの遅いサーボの場合、ヘッ
ドレスポンス設定を遅めに設定すると、ジャイロ感度を上げら
れ、制御性能が向上します。また、レスポンス設定を遅めにし
ていくと、サーボの消費電力が低減します。ただし、レスポン
ス設定が遅すぎると、ヘリの高速な操作に動作が追いつかない
状態になります。

●設定範囲：1~10 　＜初期値： 1 ＞

AIL. エキスパート画面　2/2

どのカーソル位置からでも 1/2 へ

1/2 から

Cond

Cond
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AIL. エキスパート F3C ／ L.SCALE（エルロンジャイロ詳細）ジャイロ

⑥フリップホセイ（補正 ）アップ /ダウン
  

フリップ演技中の、エルロン方向への干渉を補
正します。エレベーターアップ、ダウン時の補
正量を独立に設定できます。補正方向を正しく
するため、SWSベーシックメニューの、エル
ロン、エレベーター、ピッチの動作方向を事前
に設定してください。

●設定範囲：0%~100%  　＜初期値： 0% ＞

⑦リセット 

エルロンジャイロ設定のリセットを行います。実行後は出荷
時の初期値に戻ります。

[ /+][ /-]キーで「リセット　AIL.Gyr」を選び、[Enter]キー
を押してリセットモードにします。「ジッコウ：Enter ヲ1ビョ
ウ オス」と表示されますので、リセットを実行する場合は
[Enter]キー約 1秒長押しします。リセットをしない場合は
[Enter]キーか [Esc/Page]キーを押すと、リセットモードが
終了します。

⑤ AIL.ホセイ（エルロン補正 ）アップ /ダウン
                

ピッチ操作に対する、エルロン方向への干渉を
補正します。ピッチアップ方向、ダウン方向の
補正量を独立に設定できます。補正方向を正し
くするため、SWSベーシックメニューの中の、
エルロン、エレベーター、ピッチの動作方向を
事前に設定してください。

●設定範囲：0%~100%  　＜初期値： 0% ＞

AIL. エキスパート画面　1/2 メニュータイトルへ
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ELE. エキスパート F3C ／ L.SCALE（エレベータージャイロ詳細） ジャイロ

ELE.エキスパート F3C/L.SCALE（エレベータージャイロ詳細）ELE.エキスパート F3C/L.SCALE（エレベータージャイロ詳細）
エレベーター（ピッチ軸）ジャイロ機能の詳細設定を必要に応じ
て行います。エキスパートメニュー画面から ELE.エキスパート
画面を表示します。

① I .ゲイン（アイ・ゲイン）

PID 制御の I. ゲイン（積分感度）を調整します。値を増やす
と保持力が増加しますが、ハンチングが発生する場合があ
ります。この場合、送信機側でエレベータージャイロ動作
ゲインを下げて、動作を確認してください。ジャイロのコ
ンディションごとに設定可能。

[ 設定方法 ] [ /+] [ /-]キーで、カーソルを「I. ゲイン」に
移動し、[Enter]キーを押して設定モードにします。次に
[ /+] [ /-]キーで感度を調整します。調整が終わったら、
[Enter]キーを押して、設定モードを終了します。

●設定範囲：0% ~ 200% ＜初期値： F3C  80% /  L.SCALE 100%＞

現在のコンディションナンバーを表示します。
C1の表示がある項目は、コンディション毎に設定ができ
ます。
コンディションを変えると、そのコンディションの設定
値に変わります。
① [ /+][ /-] キーで、カーソルを「C1」に移動し、[Enter]
キーを押してコンディション選択モードにします。[
/+][ /-] キーでコンディションナンバー「Cx」を選び
[Enter] キーを押してコンディションナンバーを決定し
ます。

② 次に、[ /+][ /-] キーで選んだコンディションの「設
定値」に移動し、[Enter] キーを押して設定モードにし
ます。[ /+][ /-] キーで設定値を変更します。設定
が終わったら、[Enter] キーを押して、設定モードを終
了します。

どのカーソル位置から
でも 2/2 へ

3/2 から

ELE. エキスパート画面　1/2

ELE. エキスパート 2/2 から

 は   キー

 は  キー  は   キー

Cond
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ELE. エキスパート F3C ／ L.SCALE（エレベータージャイロ設定）ジャイロ

④フカンタイ（ 不感帯） /デッドバンド 

スティック操作の不感帯を設定します。ニュートラル操作
が敏感な場合、値を増やすと鈍感になります。また、逆の
場合は、値を減らしてきます

●設定範囲：0~25 　＜初期値： 4.0 ＞

③ヘッドレスポンス       

ヘリのヘッドレスポンスとジャイロ制御のマッチングを取
ります。1 が最速のレスポンスとなります。一般的に、ヘッ
ドのレスポンスが遅いヘリや動作スピードの遅いサーボの
場合、ヘッドレスポンス設定を遅めに設定すると、ジャイ
ロ感度を上げられ、制御性能が向上します。また、レスポ
ンス設定を遅めにしていくと、サーボの消費電力が低減し
ます。ただし、レスポンス設定が遅すぎると、ヘリの高速
な操作に動作が追いつかない状態になります。

●設定範囲：1~10 　＜初期値： 1 ＞

② D.ゲイン（ディー・ゲイン） 

D ゲイン（微分感度 ）を調整します。値を増やすと、停止動作
がクイックになります。ロール、フリップの停止動作時など
に振動が発生する場合は、値を下げてください。[ /+] [ /-]
キーで感度を調整します。ジャイロのコンディションごとに
設定可能。

●設定範囲：0% ~ 200% ＜初期値： F3C  80% /  L.SCALE 150%＞

Cond

Cond
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ELE. エキスパート F3C ／ L.SCALE（エレベータージャイロ詳細） ジャイロ

⑤ロールホセイ（補正 ）　レフト /ライト               

ロール演技中の、エレベーター方向への干渉を
補正します。エルロン右操作、左操作時の補正
量を独立に設定できます。補正方向を正しくす
るため、SWSベーシックメニューの中にある、
エルロン、エレベーター、ピッチの動作方向を
事前に設定してください。

●設定範囲：0%~100%  　＜初期値： 0% ＞

⑥リセット 　

エレベータージャイロ設定のリセットを行います。実行後
は出荷時の初期値に戻ります。

[ /+][ /-]キーで「リセット　ELE.Gyr」を選び、[Enter]キー
を押してリセットモードにします。「ジッコウ：Enter ヲ 1
ビョウ オス」と表示されますので、リセットを実行する場
合は [Enter]キー約 1秒長押しします。リセットをしない場
合は [Enter]キーか [Esc/Page]キーを押すと、リセットモー
ドが終了します。

1/2 から

ELE. エキスパート画面　2/2

どのカーソル位置から
でも 1/2 へ

ELE. エキスパート画面　1/2 メニュータイトルへ
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SWH. ディテール（スワッシュ詳細設定）ジャイロ

SWH.ディテール（スワッシュ詳細設定）SWH.ディテール（スワッシュ詳細設定）
スワッシュ動作の詳細設定を行います。エキスパートメニュー
画面から SWHディテール画面を表示します。

① PIT → AIL （ミキシングレート） 

ピッチからエルロンサーボへのミキシング量を調整します。
ピッチアップ方向、ダウン方向に独立して調整できます。

[ 設定方法 ]送信機のピッチスティックを右または左に操作し
すると、▶カーソルがホウコウ A,Bの横を移動します。[ /+]    
[ /-]キーで、カーソルを「PIT → AIL ホウコウ A」、「PIT → AIL
ホウコウ B」に移動し、[Enter]キーを押して設定モードにし
ます。次に [ /+] [ /-]キーでホウコウ A側またはホウコウ B
側のミキシング量を調整します。送ら、[Enter]キーを押して、
設定モードを終了します。

●設定範囲：30%~150%  　＜初期値： 100% ＞

② PIT → ELE （ミキシングレート） 

ピッチからエレベーターサーボへのミキシング量を調整しま
す。ホウコウ A,ホウコウ Bで独立して調整できます。

設定方法は PIT→ AILと同じです。

●設定範囲：30%~150%  　＜初期値： 100% ＞

どのカーソル位置からでも 2/7 へ

7/7 から

SWS. ディテール画面 1/7

SWS. ディテール画面 7/7
リセットから

 は   キー

 は  キー  は   キー
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SWH. ディテール（スワッシュ詳細設定） ジャイロ

③ PIT → ELE2 （ミキシングレート）          

ピッチから 2nd エレベーターサーボへのミキシング量を調
整します。ホウコウ A,ホウコウ Bで独立して調整できます。
H4 スワッシュモードで表示されます。設定方法は P99の
PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：30%~150%  　＜初期値： 100% ＞

⑥ AIL → ELE2 （ミキシングレート）          

エルロンからから 2nd エレベーターサーボへのミキシング量
を調整します。エルロンホウコウ A,ホウコウ Bで独立して調
整できます。H4-45 スワッシュモードで表示されます。設定方
法は P99の PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：30%~150%  　＜初期値： 100% ＞

④ AIL → PIT （ミキシングレート）           

エルロンからピッチサーボへのミキシング量を
調整します。エルロンホウコウ A,ホウコウ B
で独立して調整できます。設定方法は P99の
PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：30%~150%  　＜初期値： 100% ＞

⑤ AIL → ELE （ミキシングレート）　

エルロンからエレベーターサーボへのミキシング量を調整し
ます。エルロンホウコウ A,ホウコウ Bで独立して調整できま
す。H4-45 スワッシュモードで表示されます。設定方法は P99
の PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：30%~150%  　＜初期値： 100% ＞

どのカーソル位置から
でも 3/7 へ

1/7 から

SWS. ディテール画面 2/7



101

SWH. ディテール（スワッシュ詳細設定）ジャイロ

⑦ ELE → PIT （ミキシングレート） 

エレベーターからピッチサーボへのミキシング量を調整しま
す。エレベーター、ホウコウ A,ホウコウ Bで独立して調整で
きます。H4-00 スワッシュモードでは表示されません。設定方
法は P99の PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：30%~150% ＜初期値：H3-120=50%, H3-120以外 =100%＞

⑨ ELE  → ELE2 （ミキシングレート） 

エレベーターから 2nd エレベーターサーボへのミキシング量
を調整します。ホウコウ A,ホウコウ Bで独立して調整できま
す。H4 スワッシュモードのみ有効となります。

設定方法は P99の PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：30%~150%  　＜初期値： 100% ＞

⑧ ELE → AIL （ミキシングレート） 

エレベーターからエルロンサーボへのミキシング量を調整し
ます。ホウコウ A,ホウコウ Bで独立して調整できます。H4-
00 スワッシュモードでは表示されません。設定方法は P99の
PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：30%~150% ＜初期値：H3-120=50%, H3-120以外 =100%＞

どのカーソル位置からでも 4/7 へ

2/7 から

SWS. ディテール画面 3/7
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SWH. ディテール（スワッシュ詳細設定） ジャイロ

⑩ AIL ハイ（リンケージ補正エルロン　ピッチハイ側）　

エルロン操作時の、ピッチ、エレベーター方向へのサーボ動作
干渉の補正を設定します。ホウコウ A側で、エルロン左右の
左右両方向の 2点が独立して調整できます。

設定方法は P99の PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：0%~100%  　＜初期値： 0% ＞

⑫ AIL ドウサ（リンケージ補正エルロン補正方向）　

エルロンリンケージ補正動作の、補正方向の設定を行います。
干渉が少なくなる方向に設定してください。

●選択：＋ / －　＜初期設定：＋＞

⑪ AIL ロー（リンケージ補正エルロン　ピッチロー側）　

エルロン操作時の、ピッチ、エレベーター方向へのサーボ動作
干渉の補正を設定します。ホウコウ B側で、エルロン左右の
左右両方向の 2点が独立して調整できます。

設定方法は P99の PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：0%~100%  　＜初期値： 0% ＞

どのカーソル位置からでも 5/7 へ

3/7 から

SWS. ディテール画面 4/7
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SWH. ディテール（スワッシュ詳細設定）ジャイロ

⑬ ELE ハイ（リンケージ補正エレベーター　ピッチハイ側）

エレベーター操作時の、ピッチ、エルロン方向へのサーボ動作
干渉の補正を設定します。ピッチハイ側で、エレベーターアッ
プダウン両方向の 2 点の設定が独立して調整できます。設定
方法は P99の PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：0%~100%  　＜初期値： 0% ＞

⑮ ELE ドウサ（リンケージ補正エレベーター補正方向）　

エレベーターリンケージ補正動作の、補正方向の設定を行いま
す。干渉が少なくなる方向に設定してください。

●選択：＋ / －　＜初期設定：＋＞

⑭ ELE ロー（リンケージ補正エレベーター　ピッチロー側）　

エレベーター操作時の、ピッチ、エルロン方向へのサーボ動作
干渉の補正を設定します。ピッチロー側で、エレベーターアッ
プダウン両方向の 2 点の設定が独立して調整できます。設定
方法は P99の PIT→ AILミキシングレートと同じです。

●設定範囲：30%~150%  　＜初期値： 0% ＞

4/7 から

SWS. ディテール画面 5/7

どのカーソル位置からでも 6/7 へ
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SWH. ディテール（スワッシュ詳細設定） ジャイロ

5/7 から

SWS. ディテール画面 6/7 3D

⑲フェーズ・イコライザー 

本機能は、ピルエット時のスワッシュプレートの位相変化を補
正し、ヘリ操作を安定化させます。本機能は、ガバナー機能が
有効時のみ働きます。

●選択：ON/ OFF　＜初期設定：OFF＞

⑱ローテーション・トラッキング 

ローテーション・イコライザーの微調整を行います。ピルエッ
ト時にヘリが安定する方向に調整します。

●設定範囲：-5.0%~0%~5.0%  　＜初期値：+ 0.0% ＞

⑰スワッシュローテーション 

スワッシュプレートのアラインメント調整を行います。仮想的
にスワッシュプレートを回転させます。回転範囲は、± 90°
です。スワッシュプレートの構造により、回転方向は決まりま
すので、回転方向は、エルロン、エレベーター操作で確認して
ください。

●設定範囲：-90ド ~0ド ~+90ド  　＜初期値： +0ド ＞

⑯スピード ホセイ（補正）    

エレベーター操作時の、ピッチ、エルロンサー
ボの動作スピードを調整します。H3-120 モー
ドのみ有効です。

●設定範囲：0%~100%  　　
　　  ＜初期値： H3-120 = 50%, H3-120以外 = 0%＞

どのカーソル位置から
でも 7/7 へ

F3C L.SCALE

F3C L.SCALE

F3C L.SCALE
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SWH. ディテール（スワッシュ詳細設定）ジャイロ

リセット 

スワッシュセッティングデータのリセットを行います。実行後
は出荷時の初期値に戻ります。[ /+] [ /-]キーで「リセット　
SWASHset」を選び、[Enter]キーを押してリセットモードにし
ます。「ジッコウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されますの
で、リセットを実行する場合は [Enter]キー約 1秒長押ししま
す。リセットをしない場合は [Enter]キーか [Esc/Page]キーを
押すと、リセットモードが終了します。

⑳ PIT ホセイ（ピッチ補正）         

本機能は、ピッチを高速操作した時のスワッシュプレートの位
相変化を補正し、ヘリ操作を安定化させます。

●選択：ON/ OFF　＜初期設定：ON＞
6/7 から

SWS. ディテール画面 7/7

どのカーソル位置からでも 1/7 へ

SWS. エキスパート画面　1/7 メニュータイトルへ

F3C L.SCALE
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GOV. エキスパート（ガバナ－詳細設定） ガバナ

GOV.エキスパート（ガバナ－詳細設定）GOV.エキスパート（ガバナ－詳細設定）
ガバナーの詳細設定を行います。エキスパートメニュー画面か
ら GOVエキスパート画面を表示します。

①ワーキングモード 

ガバナーの動作モードを選択します。ガバナー モードは、エ
ンジンを常に設定回転数に保つ動作をします。Rev.リミット
モードは、エンジンが設定回転数を超えた時だけ設定回転数に
なるように制御します。エンジンの過回転を防止させるように
働きます。

●選択：ガバナー / Rev.リミット　＜初期設定：ガバナー＞

Rev.リミットモードで動作させる場合、⑤ THR.データモードを、
Tx.カーブに設定し、送信機側で THR.カーブを設定してください。

②カイテンスウヒョウジ（回転数表示）モード 

回転数表示を、メインローターまたはエンジン回転数表示に切
替えます。

●選択：ローター / エンジン　＜初期設定：ローター＞

③ F/F.（フィードフォワード）サイクリック 

数値を増加すると、回転数安定のためのフィードフォワード制
御量が増加します。

●設定範囲：0%~100%  　＜初期値： 0% ＞

どのカーソル位置からでも 2/3 へ

3/3 から

GOV. エキスパート画面 1/3

GOV. エキスパート画面
3/3 リセットから

 は   キー

 は  キー  は   キー
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GOV. エキスパート（ガバナ－詳細設定）ガバナ

④ Yaw.ホセイ（ヨーレート補正）

ピルエット時の、エンジン回転数変動を補正します。ジャイロ
センサーの取り付け方向およびメインローターの回転方向を
選択します。

●選択：
CWショウメン（時計方向、正面）/ CCWショウメン（反時計方向、正面）
CWハイメン（時計方向、背面）/ CCWハイメン（反時計方向、背面）
/ OFF（回転変動補正無効）　
＜初期設定：CWショウメン＞

●ピルエット時の回転数変動の意味
ガバナーはエンジン部に搭載された回転センサーにより回転数を検出
します。ピルエット時は、ヘリの機体自体が回転するため、そのピル
エット速度分がエンジン回転数に加 ( 減 ) 算されてしまいます。従っ
て、対地のメインローター回転数が変動してしまいます。
この製品はジャイロを搭載していますので、ピルエット速度を正確に
計測できます。ヨーレート補正は、ジャイロ機能と、ガバナー機能の
コンビネーションで実現しています。

⑤ THR.（スロットル）モード  

送信機からのスロットルデータの処理方法を選択します。

●選択：
•サイテキカ：送信機のスロットルデータを、ガバナー内部で制御に
最適な値に変換して使用します。送信機のスロットルカーブ無しで
も使用可能です。

• コテイ：送信機のスロットルデータは使用せず、ガバナー内部で作
成した回転数に比例した固定データを使用します。電動モーター使
用時に推奨します。

•Tx.カーブ：送信機のスロットルデータを、そのまま使います。送信
機側でスロットルカーブを設定して使用してください。

①ワーキングモード を Rev.リミットモードに設定した場合、このモー
ドを使用します。

＜初期設定：サイテキカ＞
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GOV. エキスパート（ガバナ－詳細設定） ガバナ

⑥カイテンスウ（回転数）アップディレー 

回転数設定を上昇させる時、急激な回転数変
化を抑えるため、ディレーを設定します。

●設定範囲：2 Frm~40 Frm  ＜初期値： 8 Frm ＞

⑦カイテンスウ（回転数）ダウンディレー 

回転数設定を減少させる時、急激な回転数変化を抑えるため、
ディレーを設定します。

●設定範囲：2 Frm~40 Frm 　＜初期値： 10 Frm ＞

⑧スタートディレイ 　

ガバナー機能が ONとなってから、設定回転数になるまで、急
激な回転数変動を抑えるため、ディレーを設定します。

●設定範囲：2 Frm~20 Frm 　＜初期値： 5 Frm ＞

⑨ガバナーオンカイテンスウ（回転数）設定 

ガバナーがオンになる回転数の設定を行います。初期値は、
60% です。この場合、エンジン回転数が、設定回転数の 60% 
を超えるまで、ガバナーはオン動作になりません。ガバナーの
スタート時間が遅い場合、設定値を上げると、スタート時間が
早くなります。

●設定範囲：50% ~ 90%  　＜初期値： 60% ＞

1/3 から

GOV. エキスパート画面 2/3

どのカーソル位置から
でも 3/3 へ
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GOV. エキスパート（ガバナ－詳細設定）ガバナ

⑩ BFS.デンアツ（バッテリーフェールセーフ電圧）設定             

バッテリーフェールセーフ動作電圧およびローバッテリーア
ラーム電圧を設定します。使用するバッテリーの種類に従い設
定します。電池特性はメーカーにより異なるため、アラームが
発生してから、1 フライト程度 (5 ～ 10 分 ) のバッテリー残量
になるように設定してください。電圧設定の目安を以下に示し
ます。

●設定範囲：3.5 v~7.5 v 　＜初期値： 3.8 v ＞
・4 セルニッカド又はニッケル水素電池（定格：4.8 v）＝ 3.8 v
・2 セルリチウムフェライト電池（定格：6.6 v） ＝ 6.0 ～ 6.2 v
・2 セルリチウムポリマー電池（定格：7.4 v）＝ 7.2 ～ 7.4 v

※ 数値はあくまで目安です。バッテリーコンディションやサーボに
より異なりますので、ご自分の機体と、バッテリー消費状況で設
定してください。

⑪サイショウカイテンスウ（最小回転数） 

最小回転数設定範囲を選択します。最小値 1,000 rpm または 
700 rpm を選択できます。大型ガソリン機など、ローター回転
数が 1,000 rpm 以下のヘリにも対応します。また、最大回転数
設定範囲は、4,000 rpm です。小型ヘリなど、高回転で動作す
るヘリに対応します。

注意：高回転で回転するローターには、大きな荷重がかかり、ローター
ブレードの脱落、ヘッドの破損等が発生する危険性があります。ヘリ、
ローターの強度限界以上の回転数設定をしないで下さい。

1/3 から

GOV. エキスパート画面 3/3

どのカーソル位置からでも 1/3 へ
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GOV. エキスパート（ガバナ－詳細設定） ガバナ

⑫リセット 

ガバナーセッティングデータのリセットを行います。実行後
は出荷時の初期値に戻ります。リセット方法は、ジャイロセッ
ティングやスワッシュセッティングと同じ方法です。

警告

  電動ヘリの設定、調整時は、モーター配線をはずして行ってください。モーターの調整をする場合は、ヘリからメインローターとテールローターをはずして行っ
てください。

電動ヘリにガバナー機能を使用する場合の設定ポイント

● 使用する ESC がガバナーに対応するか確認します。ESC の説明書をご参照ください。

● モーターはブラシレスフェーズセンサー付も、従来モーターにマグネットセンサー
を使用することもできます。マグネットは１つ使用して、ギヤ比を 1.0 にセットし
てください。

● ブラシレスフェーズセンサー付モーターを使用する場合、回転センサー端子の入力
信号範囲は 0 V ～ 3.0 V です。

●ブラシレスフェーズセンサー付モーターを使用する場合、そのモーターの極数を確
認して、ガバナーベーシックメニューのなかのポールナンバーを設定してください。

●ガバナーエキスパートメニューのガバナーワーキングモードを "ガバナー " に設定
します。

● ガバナーベーシックメニューのサーボタイプを "DG:1520" に設定します。

● ガバナーエキスパートメニューのスロットルモードを "コテイ " に設定します。ガ
バナーと ESC の最良のマッチングを探すために "サイテキカ " を試すこともでき
ます。

● ガバナーベシックメニューの " サーボリミット設定 " でスロットルスティックの範
囲設定を正確に行います。

● もしアイドルアップにいれた瞬間に、テールが暴れるような動作があるようなら、
ガバナーエキスパートメニューの "カイテンスウアップディレー " や "カイテンス
ウダウンディレー " の数値を 2 ～ 5 増加させます。

● もし急にピッチアップした時に、機首が左にとられるようなら、ラダーエキスパー
トメニューの "F/F.ミキシング " を アクティブ にして "F/F.Rateを 2 ～ 5% 入力し
ます。

GOV. エキスパート画面　1/3 メニュータイトルへ
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エキスパートメニュー 3D

エキスパートメニュー 3Dエキスパートメニュー 3D
各ジャイロやガバナーの詳細設定をするメニューです。必要
に応じて設定します。「セットアップスタイル」がF3Cと3Dでメ
ニューが変わります。 F3Cのエルロンエキスパートとエレベータ
エキスパートが「FLT. エキスパート」に統合されるなど一部機能
の設定が簡略化されます。ここでは、その「FLT. エキスパート」に
ついて説明します。その他のエキスパートメニューは「エキスパー
トメニューF3C」を参照してください。

スワッシュディテール

ラダーエキスパート ガバナーエキスパート

[ /+] または [ /-] キー
を押してカーソル移動

[ /+] キー長押しホーム画面 エキスパートメニュー画面

[Esc/Page] キー長押し
または、

[Enter] キーを押す
[Esc/Page] キー

長押し

[Enter] キーを押して各メニュー画面を表示、各
メニュー画面のタイトルにカーソルがある時
[Enter] キーを押すとエキスパートメニュー画面
に戻る

フライトエキスパート 3D
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FLT. エキスパート 3D（エルロン／エレベーター詳細設定） ジャイロ

FLT.エキスパート 3D（エルロン／エレベーター詳細設定）FLT.エキスパート 3D（エルロン／エレベーター詳細設定）
エルロン（ロール軸）／エレベーター（ピッチ軸）ジャイロ機能の
詳細設定を必要に応じて行います。エキスパートメニュー画面か
ら FLT.エキスパート画面を表示します。

①ヘッド・ホールド A（エルロン）       
ヘッド・ホールド E（エレベーター）

値を増やすと保持力が増加しますが、ハンチングが発生する場
合があります。この場合、送信機側でエルロンまたはエレベー
タージャイロ動作ゲインを下げて、動作を確認してください。

●設定範囲：0%~200% 　＜初期値： 80% ＞

②ストップ・チューン A（エルロン）     
ストップ・チューン E（エレベーター）

値を増やすと停止動作がクイックになります。ロール、フリッ
プの停止動作時などに振動が発生する場合は、値を下げてくだ
さい。

●設定範囲：0%~250% 　＜初期値： 80% ＞

どのカーソル位置からで
も 2/2 へ

2/2 から

フライトキスパート画面　1/2

FLT. エキスパート 2/2　
リセットから

 は   キー

 は  キー  は   キー
Cond

Cond

Cond

Cond

現在のコンディションナンバーを表示します。
C1の表示がある項目は、コンディション毎に設定ができ
ます。
コンディションを変えると、そのコンディションの設定
値に変わります。
① [ /+][ /-] キーで、カーソルを「C1」に移動し、[Enter]
キーを押してコンディション選択モードにします。[
/+][ /-] キーでコンディションナンバー「Cx」を選び
[Enter] キーを押してコンディションナンバーを決定し
ます。

② 次に、[ /+][ /-] キーで選んだコンディションの「設
定値」に移動し、[Enter] キーを押して設定モードにし
ます。[ /+][ /-] キーで設定値を変更します。設定
が終わったら、[Enter] キーを押して、設定モードを終
了します。
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FLT. エキスパート 3D（エルロン／エレベーター詳細設定）ジャイロ

④フカンタイ（ 不感帯） /デッドバンド 

スティック操作の不感帯を設定します。ニュートラル操作が敏
感な場合、値を増やすと鈍感になります。また、逆の場合は、
値を減らしてきます。

●設定範囲：0~25 　＜初期値： 4.0 ＞

③ヘッドレスポンス       

ヘリのヘッドレスポンスとジャイロ制御のマッチングを取りま
す。1 が最速のレスポンスとなります。一般的に、ヘッドのレ
スポンスが遅いヘリや動作スピードの遅いサーボの場合、ヘッ
ドレスポンス設定を遅めに設定すると、ジャイロ感度を上げら
れ、制御性能が向上します。また、レスポンス設定を遅めにし
ていくと、サーボの消費電力が低減します。ただし、レスポン
ス設定が遅すぎると、ヘリの高速な操作に動作が追いつかない
状態になります。

●設定範囲：1~10 　＜初期値： 1 ＞

1/2 から

FLT. エキスパート画面　2/2

どのカーソル位置からでも 1/2 へ

Cond
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FLT. エキスパート 3D（エルロン／エレベーター詳細設定） ジャイロ

⑤リセット 

FLT.エキスパートセッティングデータのリセットを行います。
実行後は出荷時の初期値に戻ります。リセット方法は、ジャイ
ロセッティングやスワッシュセッティングと同じ方法です。

[ /+][ /-]キーで「リセット　FLT.Tun」を選び、[Enter]キー
を押してリセットモードにします。「ジッコウ：Enter ヲ 1
ビョウ オス」と表示されますので、リセットを実行する場合
は [Enter]キー約 1秒長押しします。リセットをしない場合は
[Enter]キーか [Esc/Page]キーを押すと、リセットモードが終
了します。

FLT. エキスパート画面　1/2 メニュータイトルへ



115

その他

カキコミカキコミ

カキコミ画面

GPB-1に保存されているデータをジャイロに書き込みます。
(別の CGY760R/CGY755の設定データを書き込み設定できます）
● 書き込まれるデータは、ベーシックメニュー、エキスパートメニューです。

● GPB-1メニューの「ジュシンキ」メニューにある、「ナイゾウジュシンキ」の
ACT/INHの設定が書き込まれます。(CGY760Rの場合）

注意：オープニング画面から [Ent] スタートを押し、ホーム画面を表示し
た場合は、接続しているジャイロの設定データが GPB-1 に保存されます。そ
の場合、書き込みしたい設定データを再度 GPB-1 に保存しなおしてください。

警告：書き込み後、設定が INH の場合、電源を一度 OFF にしなくては、
内蔵受信機は動作しています。動作している状態で、受信機を接続した場合、
ヘリは操作不能で墜落します。

● 別の CGY760R/CGY755からコピーする場合は、コピー元の CGY760R/CGY755
を前もって GPB-1に接続して、設定データを GPB-1に読み込ませます。

カキコミ画面

[Enter] キーを押す[ /-] キーを押す

[Enter] キー長押しで書き込み

＊書き込み中は、ジャイロのGxLED が約 5秒間高速点滅します。点滅
中に、電源を切らないでください。

 GPB-1 とジャイロのデータが同じ場合は点滅しません。

オープニング画面

[Esc/Page] キー長押し

[Esc/Page] キー長押し
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SBUSサーボSBUSサーボ
SBUSサーボ

GPB-1で S.BUS/S.BUS2サーボの各種設定をします。
＊ ご使用の S.BUS/S.BUS2 サーボにより、使用できる機能とで
きない機能があります。

注意
 サーボは、必ず 1台ずつ接続して設定してください。

複数のサーボを同時に接続した場合、サーボが破損する恐れがあります。

 サーボを入れ替える場合、必ず電源をOFF にしてください。

電源 ONの状態でサーボを入れ替えると、サーボが破損する恐れがあります。

 使用するバッテリーの電圧は、接続するサーボの仕様に合わせてください。

仕様より高い電圧を加えるとサーボが破損します。

警告
 S.BUS サーボの設定時、ジャイロとGPB-1 を絶対に接続しないでください。ヘリ
が操縦不能になり墜落します。

＊サーボが破損した場合、弊社カスタマーサービスへ、点検・修理依頼をしてくだ
さい。

二又コード

GPB-1
S.BUS ／ S.BUS2 サーボ（接続できるサーボは 1台）

バッテリーの電圧はサーボの
仕様に合わせてください

バッテリー
スイッチ

接続図
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①ヨミコミ

GPB-1に接続した S.BUSサーボの設定データ
を読み込みます。

[ /+] [ /-]キーで「ヨミコミ」を選び、[Enter]
キーを押して読み込みモードにします。「ジッ
コウ：Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されま
すので、[Enter]キー約 1秒長押しします。「カ
ンリョウシマシタ」と表示され設定データが
GPB-1に読み込まれ、設定が可能になります。
「ヨミコミ」の横に、「カキコミ」、「ショキカ」、
その下に読込んだサーボの CHと IDが表示さ
れます。

「シッパイシマシタ」と表示した場合、再度実行し
てください。または、GPB-1の電源を一旦 OFFに
し、サーボの接続を確認してから、電源を ONにし
て、再度読み込み操作を行ってください。

オープニング画面 SBUS サーボメニュー画面

[Esc/Page] キー長押し

SBUSサーボ画面の表示
オープニング画面から、[ /+]キー長押しで SBUSサーボメニュー画面を表示します。

サーボの読込、書込み、初期化について

[Enter] キー長
押しで読み込み

[Enter] キーを
押す

[ /-] キーを
押す

[ /+] キー長押し
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②カキコミ

読込を行ったサーボに書き込みます。[ /+]
[ /-]キーで「カキコミ」を選び、[Enter]キーを
押して書き込みモードにします。「ジッコウ：
Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されますので、
[Enter]キー約 1秒長押しします正常に書き込
むと画面上部に「カンリョウシマシタ」と表示
します。

「シッパイシマシタ」と表示した場合、再度実行し
てください。または、GPB-1の電源を一旦 OFFに
し、サーボの接続を確認してから、電源を ONにし
て、再度書込み操作を行ってください。

③ショキカ

読込んだサーボの設定を初期化します。[ /+]   
[ /-]キーで「ショキカ」を選び、[Enter]キー
を押して初期化モードにします。「ジッコウ：
Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されますので、
[Enter]キー約 1秒長押しします。正常に初期化
すると画面上部に「カンリョウシマシタ」と表
示します。

「シッパイシマシタ」と表示した場合、再度実行し
てください。または、GPB-1の電源を一旦 OFFに
し、サーボの接続を確認してから、電源を ONにし
て、再度初期化操作を行ってください。

CH 設定とサーボタイプ DG:760/DG:1520 は、初期
化されません。

[Enter] キー長
押しで書き込み

[Enter] キー長
押しで初期化

[Enter] キーを
押す

[Enter] キーを
押す
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サーボタイプの変更（DG:1520 DG:760)

サーボタイプの変更をします。[ /+][ /-]キー
で「センタク」の下のサーボタイプを選び、[Enter]
キーを押して選択モードにします。「ジッコウ：
Enter ヲ 1 ビョウ オス」と表示されますので、
[ /+][ /-]キーで使用するサーボタイプを選び
[Enter]キー約 1秒長押しします。正常に設定され
ると画面上部に「カンリョウシマシタ」と表示し、
左側サーボ型名の下の表示が、変更したタイプに
更新されます。各パラメータは、初期化します。

「シッパイシマシタ」と表示した場合、再度行ってく
ださい。または、GPB-1の電源を一旦OFFにし、サー
ボの接続を確認してから、電源を ONにして、再度
操作を行ってください。

サーボタイプの変更

※ 760μsと 1520μsの変更可能な S.BUSサーボは、サーボタイプで変更ができます。

読み込んだ時の「サーボタイプ」表示

※「ヨミコミ」をすると、左にサーボ型名、その下に現在の 760または 1520のタ
イプを表示します。対象外の S.BUSサーボはヒタイオウと表示します。

※スワッシュ用（SWH:760）とラダー用（RUD:760）の両方の初期パラメータを設定
できる S.BUSサーボ（例：HPS-H700）は、購入時最初に読み込むと、左側にサー
ボ型名、その下に DG:1520右側「センタク」の下に SWH:760と表示します。
SWH:760から RUD:760に変更すると、次回読み込みをするとサーボ型名の下
に RUD:760と表示しますが、RUD:760の初期パラメータを変更すると、その後
の読み込みは SWH:760と表示します。

[Enter] キー長
押しで読み込み

[Enter] キーを
押す

＊読み込むと現在のタイプを表示

＊変更したタイプを表示

760 µs と 1520 µs のサーボタイプ変更可能な S.BUS サーボは、右側に「センタク」と
その下に変更が可能なDG:760 または、SWH:760 と表示。サーボタイプの変更対象外
のサーボは、サーボ型名に「ヒタイオウ」と表示。
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注意
 760 µs に設定したサーボは、未対応の受信機などの通常 CH、SBUS/SBUS2 コネ
クタには接続しないでください。

接続すると、サーボが破損する場合があります。

 760 µs に設定したサーボは、760 µs に未対応の送信機や、PC の S-LINK ソフト
でパラメータ設定をしないでください。必ず GPB-1 でパラメータ設定してくだ
さい。

接続して読み込むと、サーボが故障する恐れがあります。

注意
 必ず、サーボとジャイロのサーボタイプの設定は、同じ設定で接続してください。

サーボとサーボタイプが違う設定で接続すると、サーボが破損する恐れがあり
ます。

注：CH設定が DG1,DG2の場合
※ CH設定が DG1,DG2の場合、サーボタイプを変更で
きません。サーボタイプを変更する場合は、CH設定
を 1-16CHに変更し、書込みをしてください。

760 μsに設定したサーボについて
※ DG:760/SWH:760に設定したサーボを AIL/ELE/PITに接続する場合、サーボタ
イプ (P.51)を DG:760に設定してください。

 DG:760/RUD:760に設定したサーボを RUDに使用する場合は、サーボタイプ
(P.67)をDG:760に設定してください。※DG:1520に設定した AIL/ELE/PIT/サー
ボはサーボタイプを DG:285 Hzに、設定してください。RUDサーボはサーボタ
イプを DG:1520に設定してください。

＊サーボタイプ 1520 µsµ

＊サーボタイプ 760 µs
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① CH

サーボに割り当てられた S.BUS システムのチャンネルです。
S.BUS システムとして、受信機の S.BUS2 コネクターに接続
して使用する場合は、送信機で使用するチャンネルの割り当て
をします。通常の受信機チャンネルで使用する場合は特に設定
をする必要はありません。

注：サーボタイプを 760 µs（DG:760）に設定したサーボは、S.BUS
システムとして使用できませんので、CH設定は選択できません。

②サーボタイプ

760 μsタイプと 1520 μsタイプの変更をします。(変更可能な
S.BUSサーボのみ）

S.BUS サーボ設定機能の説明
※ご使用の S.BUS サーボにより、使用できる機能とできない機能があります。

 は   キー

 は  キー  は   キー

どのカーソル位置からで
も 2/4 へ

4/4 から

SBUS サーボ画面　1/4

SBUS サーボ 4/4 ブ
ザーから ID

パラメーターを読込んだサーボの IDを表示します。
変更はできません。
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③トラベル

ニュートラルを中心とした左右の最大舵角を
独立して設定することができます。

④ニュートラル

ニュートラル位置を変更することができます。ただし、ニュート
ラル位置を大きく変更した場合、最大舵角時にサーボの動作範囲
を超え、サーボが動作しない不感帯が発生することがあります。

サーボ CH設定が 1-16CHの場合、ニュートラルの位置を確認しながら設
定できますが、DG1,DG2の場合は、ニュートラルの位置確認はできません。

⑥スピード

動作スピードを設定できます。使用電圧、負荷トルク、モーター
のばらつき等の影響を受けることなく、複数のサーボのスピー
ドを揃えることができます。ただし、各動作電圧におけるサー
ボの最大スピード以上の設定を行っても、最大スピード以上の
スピードにはなりませんので注意してください。

⑤フカンタイ

停止位置の不感帯の範囲 ( 角度 ) を設定できます。

【デッドバンド設定値とサーボ動作の関係】

＊小さくする： 停止位置の不感帯幅を小さくできます。小さな信号変
化でサーボがすぐに動きだすようになります。

＊大きくする： 停止位置の不感帯幅を大きくできます。小さな信号変
化ではサーボが動きださなくなります。

注：不感帯幅の角度を小さく設定しすぎると、サーボが常に動作し続
ける状態になりますので、消費電流が増えることになり、サーボ
の寿命も短くなる場合があります。

1/4 から

SBUS サーボ画面　2/4

どのカーソル位置
からでも 3/4 へ
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⑦リバース（サーボリバース）

サーボの回転する方向を変更することができます。

⑧タイプ

"リトラク "を選択すると、サーボが停止した状態が 30 
秒間続いた場合、デッドバンドを拡大し、外力による不要
な保持電流をなくす状態になります。新たに操作信号が入
ると直ちに通常の動作となります。引込脚用サーボとし
て使用する場合に "リトラク "を選択します。また、引き
込み脚の可動範囲に合わせた舵角調整も行ってください。
OLP（オーバーロードプロテクション）は、設定されたト
ルク以上の負荷が、設定された時間以上継続した場合、オー
バープロテクション機能により、サーボ出力がオフにする
タイプです。 トルク、時間の設定は、SBUSサーボ画面
で設定します。

⑨スムーサー

サーボの動きを滑らかにする機能です。好みに応じて設定
を行ってください。通常は ON の設定でご使用ください。
特に素早い動作を希望する場合には OFF にします。

⑩ソフトスタート

電源投入時の瞬時に指定位置に動く動作を制限します。こ
の設定を行うことにより、電源を立ち上げた時の最初の 1 
動作だけゆっくりと指定位置に移動します。

2/4 から

SBUS サーボ画面　3/4

どのカーソル位置からでも 4/4 へ
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⑫ダンパー

サーボが停止する際の特性を設定できます。

標準値の数値より小さくすると、オーバーシュート（行き過ぎてから
戻る）特性となります。数値を大きくすると、停止位置手前からブレー
キがかかったように止まる設定となります。

特に、大きい負荷がかかるときに、慣性によるオーバーシュート等を
抑えて、条件によって起こるハンチング（サーボが痙攣するように動
く現象）を起こりにくくすることができます。デッドバンド、ストレッ
チャー、ブーストなどのパラメーターが適正であっても、ハンチング
が起こる場合は、初期値より大きい値に調整してください。

【ダンパー設定値とサーボ動作の関係】

＊小さくする： オーバーシュートさせたい場合。ハンチングが起こ
らないような設定にしてください。

＊大きくする： 初期レスポンスが良くなり動き出しのトルクが大き
くなりますが、あまり大きくしすぎると、動作が粗
くなります。

注：ハンチングが発生した状態で使用すると、消費電流が多くなる
ばかりでなく、サーボの寿命も短くなります。

⑪ブースト ブースト量 /ON/OFF

サーボを低速で動作させた場合のみブースト機能を ON させる
モードと、常時ブーストを ON させるモードの切替えです。

OFF：低速のみ ON（通常は OFF でお使いください。）

ON：常時 ON（素早い動作を希望する場合）

サーボを駆動するときに、内部のモータにかける最小動作量を設定で
きます。モーターは小さな動作量では起動しないので、実質的にデッ
ドバンドが拡大するように感じます。そこで起動できる最小動作量 ( 
ブースト ) を調整して、モーターが直ぐに起動できるようにします。

＊小さくする： 微小な操作量には反応しなくなりますが、動作は滑
らかになります。

＊大きくする： 初期レスポンスが良くなり動き出しのトルクが大き
くなりますが、あまり大きくしすぎると、動作が粗
くなります。
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⑬ストレッチャー

サーボの保持特性の設定ができます。

サーボの現在位置が目標位置とずれている時に、目標位置へ戻ろうと
するトルクを調整することができます。ハンチングを止める時などに
利用しますが、下記の様に保持特性が変わります。

【ストレッチャー設定値とサーボ動作の関係】

＊小さくする： サーボの保持力が弱くなります。
＊大きくする： サーボの保持力が強くなります。
注：ストレッチャーを大きくすると、消費電流が増えていきます。

3/4 から

SBUS サーボ画面　4/4

どのカーソル位置からでも 1/4 へ

⑭ブザー

電源投入時に、送信機の電波を出力しないでサーボの電源を先に 
ON した場合、毎秒 2.5 回のブザー音がサーボから鳴り続けます。

送信機の電波を先に出した場合でも、サーボの信号が正常に出力され
るまでブザーがなりますが、異常ではありません。操縦終了時に、送
信機の電源を先に OFF してしまった場合に、サーボ電源切り忘れア
ラームとして、毎秒 1.25回のブザー音が鳴り続けます。（受信機の電
源 ON の状態でサーボのコネクターを抜き差しした場合、S.BUS 接
続されたサーボが誤認識して確認音が鳴る場合がありますので、電源
が入ったまま抜き差ししないでください。)
注：ブザー音はサーボのモーターを振動させることにより発生させ

ます。電流を消費し、サーボが発熱しますので、必要以上の個
数を作動させたり、長時間ブザーを鳴らし続けないでください。

SBUS サーボ画面　3/4 の
⑧タイプの設定がOLP の場合 SBUS サーボ画面　3/4 の⑧タイプの設定がノーマル /

リトラクの場合
SBUS サーボ画面　1/4 メニュータイトルへ
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⑮トルク（OLP）

OLP（オーバーロードプロテクション）が機能するトルクを設定
します。⑧のタイプが OLP設定の時のみ表示します。

●設定範囲：10％～ 100％　＜初期値： 100％ ＞
100% は、そのサーボの最大無負荷トルクに相当します。

⑯ジカン（OLP）

OLP（オーバーロードプロテクション）が機能する時間を設定し
ます。⑧のタイプが OLP設定の時のみ表示します。

●設定範囲：0.2 秒，0.5 秒，1 秒，2 秒，3 秒，4 秒，5 秒，6 秒，７秒，
8 秒，9 秒，10 秒， 15 秒，20 秒，25 秒，30 秒　

注：OLP トルクを小さく、時間を短く設定することでオーバープロ
テクションに、より入り易くなります。通常動作でオーバープ
ロテクションにならないように、設定してください。

SBUS サーボ画面　1/4 メニュータイトルへ

⑧タイプの設定が「OLP」の時のみ表示

760 μs対応サーボについて
760 μsタイプと 1520 μsタイプの変更可能なスワッシュ用サーボ

　● HPS-H700  

　● HPS-HC700

 （2020年 2月現在）
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トレーナー経由の接続と機能リストトレーナー経由の接続と機能リスト

送信機と GPB-1の接続
ジャイロの設定データを、送信機からワイヤレス転送するト
レーナー経由を使用する場合、下図のように送信機と GPB-1を
接続します。

警告
 飛行する前に必ずコンディション 1～ 5すべて、動作確認をしてください。

 ジャイロまたは、送信機と GPB-1 の接続コードは、必ず電源を OFF にした状態で
抜き差しをする。

GPB-1

Gx

Tx

T32MZ

送信機接続コード

CGY接続コード

T32MZ以外の送信機はトレーナーコネク
ターと GPB-1の Txの接続のみです。

T32MZ以外の
送信機は不要

T32MZは S.I/Fコネクターと GPB-1の
Gxの接続も必要です。
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トレーナー経由機能リスト（F3C／ L.SCALE）
●フライトチューン（エルロン／エレベーター）

ベースゲイン（P62）

CYC. レート（P62)
Cnt. ゲイン AIL（P63）
Cnt. ゲイン ELE（P64）

エキスポネンシャル（P64）
レスポンス・スタイル（P64）
スタビリティゲイン（P64）

ELE. ホセイ . ハイ（P65）
ELE. ホセイ . ロー（P65）

● SWH ベーシック

SWS. レート（P53）
PIT. レート（P53）
SWS. リング（P54）

● GOV ベーシック

ガ バ ナ ー ゲ イ ン（P74）
ローリミットホバリング（P74）
ローリミットアイドルアップ（P74）

● AIL. エキスパート

 I . ゲイン（P93） 
 D . ゲイン（P94） 
ヘッドレスポンス（P94）

● ELE. エキスパート

 I . ゲイン（P96） 
 D . ゲイン（P97） 
ヘッドレスポンス（P97）

● RUD. エキスパート

EXP.AVCS（P88）
EXP.NORM（P88）

コントロールディレーイン（P89）
コントロールディレーアウト（P89） 

ストップディレー（P89） 
ピルエットスピード（P90）
テールレスポンス（P92）

F3C L.SCALE
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トレーナー経由機能リスト（3D）
●フライトチューン（エルロン／エレベーター）

ベースゲイン（P62）

CYC. レート（P62）
Cnt. オーソリティー  AIL（P63）
Cnt. オーソリティー  ELE（P64）

エキスポネンシャル（P64）
フライト・スタイル（P64）

ELE. ホセイ . ハイ（P65）

● SWH ベーシック

SWS. レート（P53）
PIT. レート（P53）
SWS. リング（P54）

● GOV ベーシック

ガ バ ナ ー ゲ イ ン（P74）
ローリミット L RPM（P74）
ローリミット H RPM（P74）

● FLT. エキスパート（エルロン／エレベーター）

ヘッドホールド A（P112）
ストップチューン A（P112） 

ヘッドレスポンス（P113）
ヘッドホールド E（P112） 
ストップチューン E（P112）

● RUD. エキスパート

EXP.AVCS（P88）
EXP.NORM（P88）

コントロールディレーイン（P89）
コントロールディレーアウト（P89） 

ピルエットスピード（P90）
テールレスポンス（P92）

3D
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GPB-1のアップデート
CIU-2または CIU-3を使用して、PCから GPB-1をアップデー
トできます。
＊アップデートには、以下のものが必要です。

● CGY接続コード (GPB-1付製品に付属 )

● CIU-2または CIU-3（別売）●二又コード (別売＊ CIU-3には付属 )

●受信機バッテリー

① GPB-1のアップデートファイルをダウンロード　

 GPB-1のアップデートファイルを、Futaba WEB (http://www.rc.futaba.
co.jp/dl/index.html) より、お持ちの PC にダウンロードします。

② ダウンロードしたアップ
デートファイル（zip 圧縮形
式）を展開（解凍）します。

③ 上の接続図を参考に GPB-1、CIU-2または CIU-3と PCを接続します

二又コード

CGY接続コード 

バッテリー

スイッチ

インターネットに接続可能で、CIU-2
または CIU-3 のドライバーソフトがイ
ンストールされた PC

CIU-2 ／ CIU-3

PC の
USB ポートへ

main.bin
Updata(Highspeed)

Updata(Lowspeed)

接続図
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GPB-1側PC側
④PCで実行ファイルを起動します。 ⑤ CIU-3をお使いの場合は、GPB-1

の [Enter]キーと [Esc/Page]キー
を押しながら電源スイッチを ON
にします。画面のバックライト
が点灯し、表示するまで [Enter]
キーと [Esc/Page]キーを押した
ままにする。

 CIU-2をお使いの場合は、GPB-1
の [ /+]キーと [ /-]キーを押し
ながら電源スイッチを ONにし
ます。画面のバックライトが点
灯し、表示するまで [ /+]キー
と [ /-]キーを押したままにする。

CIU-3 使用　⇒ Updata(Highspeed)

CIU-2 使用　⇒ Updata(Lowspeed)

ダブルクリック

[Enter] と [Esc/Page] を押しながら電源ON

[ /+] と [ /-] を押しながら電源ON

CIU-3 の場合

CIU-2 の場合

[ アップデート開始 ]をクリック
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GPB-1側PC側

注意

 アップデート中は、絶対に電源を
OFF したりバッテリーを取り外さな
いでください。GPB-1 が故障する可
能性があります。

CIU-2 の場合

CIU-3 の場合

アップデート
開始

OK

[OK] をクリック

[ アップデート開始 ]をクリック

50秒から 5分程お待ちください。

！ 電源を切ってはいけません
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GPB-1側PC側

⑥正常に完了したメッセージ
[SUCCESS]が出てから、電源を
OFFにしてください。

⑦ [インフォメーション ]画面で
バージョンを確認してください。

 

⑧必ず各設定の確認・動作確認を
行なってからご使用ください。

※アップデート中の異常について

アップデート中にケーブルが抜けたり、
接触不良が起きた場合、アップデートが
途中で停止します。その場合は、再度アッ
プデートを最初からやり直してください。

なおアップデートできない場合は、
Futabaカスタマーサービスまでご相談く
ださい。

[OK] をクリック

このような画面が表示されたら、は
じめからアップデートをやりなおし
てください。

50秒から 5分程お待ちください。

OKをクリックして終了

エラー表示
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警告
 ビス止め方式で取り付ける場合、機体の制振対策を行い、振動が少ない状態に
する。

■振動のある機体は、付属の両面スポンジテープで取り付けてください。

ジャイロのビス止めによる固定

19.3

4-M3 タップ

7.0

21
.6

プレートに穴をあける

●下図を参考にしてプレートに取り
付けようの穴をあけます。

固定用のビスサイズ

●本体の、固定用ビス穴の有効長は 7 mm
です。

長さが、プレートの厚みプラス 7 mm以
下の M3ビスを使用します。

取り付け

●右図のようにプレートの下から M3ビスで固定
します。長さは上の説明を参考にしてください。

注意 :

※飛行中にビスが緩まないように緩み
止め対策をしてください。

※本体ケースはアルミ製ですので、ビ
スの締めすぎに注意してください。

CGY755にはアンテナはありません。
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仕様仕様

CGY760R仕様
受信機、ガバナ－機能一体型、ヘリ用 3軸安定装置

● 制御方式 ：デジタルアドバンス制御
● 角速度検出方式 ：振動ジャイロセンサー
● 角度範囲 ：± 1,000°/sec
● 回転数検出方式 ：磁気センサーによるエンジン回転ダイレクト検出
● 制御分解能 ：0.1 Hz（± 6 rpm：エンジン回転数）
● 回転数安定精度 ：± 1% 以内
● 制御回転数範囲 ：700 ～ 4,000 rpm（ローター回転数）
● 受信システム ：FASSTest-2.4 GHz (18 CH/12 CH モード )/T-FHSS-2.4 GHz 方式
      S.BUS2 入出力＋従来システム用出力（CH1-6） 
● アンテナ ：ダイバーシティー方式
● 定格電源電圧範囲     ：DC 3.7 V～ 7.4 V※ （使用可能電圧範囲：3.5 V～ 8.4 V）
● 消費電流 ：85 mA（受信時、サーボ無し、RPMセンサー無し）
● 動作温度範囲 ：-10～ +45℃
● 動作湿度範囲 ：10～ 90%RH（ただし、結露の無きこと）
● 外形寸法  ：37.5x26.8x16 mm
● 重量  ：20.2 g

CGY755仕様
ガバナ－機能一体型、ヘリ用 3軸安定装置

● 制御方式 ：デジタルアドバンス制御
● 角速度検出方式 ：振動ジャイロセンサー
● 角度範囲 ：± 1,000°/sec
● 回転数検出方式 ：磁気センサーによるエンジン回転ダイレクト検出
● 制御分解能 ：0.1 Hz（± 6 rpm：エンジン回転数）
● 回転数安定精度 ：± 1% 以内
● 制御回転数範囲 ：700 ～ 4,000 rpm（ローター回転数）
● 定格電源電圧範囲     ：DC 3.7 V～ 7.4 V※ （使用可能電圧範囲：3.5 V～ 8.4 V）
● 消費電流 ：85 mA（サーボ無し、RPMセンサー無し）
● 動作温度範囲 ：-10～ +45℃
● 動作湿度範囲 ：10～ 90%RH（ただし、結露の無きこと）
● 外形寸法 ：37.5x26.8x16 mm
● 重量  ：20.0 g

磁気センサー外形寸法 ：7.5x10x16 mm
磁気センサー重量 ：4 g

※ 上記の動作電圧範囲は CGY760R/CGY755の仕様を示します。
 電源が共通のサーボ等が、ご使用の電圧に対応していることを、必ず確認してください。
   （乾電池使用禁止）



※仕様・規格は予告なく変更することがあります。

修理を依頼される時は修理を依頼される時は

修理を依頼される前に、もう一度この取扱説明書をお読みになって、
チェックしていただき、なお異常のある時は、弊社ラジコンカスタマー
サービスまで修理依頼してください。

修理の時に必要な情報

トラブルの状況をできるだけ詳しく書いて修理品と一緒にお送りください。
●症状（トラブル時の状況も含めて）

●使用プロポ（送信機、受信機、サーボの型番）

●搭載機体（機体名、搭載状況）

●お送りいただいた修理品の型番および個数

●ご住所、お名前、電話番号

ラジコンカスタマーサービス

修理・アフターサービス、プロポに関するお問い合わせは弊社ラ
ジコンカスタマーサービスへどうぞ。

双葉電子工業（株）ラジコンカスタマーサービス

〒 299-4395 千葉県長生郡長生村藪塚 1080
TEL.(0475)32-4395

双葉電子工業株式会社 ホビ－ラジコン事業センター・営業部　

〒 299-4395千葉県長生郡長生村藪塚 1080  

TEL:0475-32-6111    FAX:0475-32-2915

 ©FUTABA CORPORATION　2023年 3月　第 2版

GPB-1仕様
CGY760Rジャイロ・ガバナープログラム設定装置
● 定格電源電圧範囲     ：DC 3.7 V～ 7.4 V （使用可能電圧範囲：3.5 V～ 8.4 V）
● 消費電流 ：62 mA
● 動作温度範囲 ：-10～ +45℃
● 動作湿度範囲 ：10～ 90%RH（ただし、結露の無きこと）
● 表示  ：128x64ドットグラフィック
● 外形寸法 ：90.0 x 54.0 x 15.5 mm
● 重量  ：53.3 g
  




